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綠のライフスタイルを生活する
カバーストーリー  
�の陽明�と�の�やし



PICK UP POINTS 本誌は以下の場所で無料で配布してます。

榕錦時光生活園區 /  
榕錦時光生活園区

☎ (02) 2321-8896
〒 台北市金華街 167 号

Rongjin Gorgeous Time

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

台北記憶倉庫

☎ (02)2371-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

台北市孔廟

☎ (02)2592-3934 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

台北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

誠品書店台大店、西門店
eslite Bookstore NTU, Ximen

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

台北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 2 階

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

☎ (02)2378-6666 内線 6666
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

美國在台協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

松山車站 / 松山駅
Songshan Station
☎ (02)2767-3819
〒 台北市松山路 11 号

南港車站 / 南港駅
Nangang Station
☎ (02)2783-8645
〒 台北市南港路 1 段 313 号

台北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School

士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-shek  
Shilin Residence 

台北市政府秘書處市民服務組 /  
台北市役所秘書処市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1011 
〒 台北市市府路 1 号 

Information and Assistance Division, 
Secretariat, Taipei City Government

台北之家

☎ (02)2511-7786
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

Taipei Film House

新富町文化市場

☎ (02)2308-1092
〒 台北市三水街 70 号

U-mkt (Xinfu Market)

交通部觀光署旅遊服務中心 /  
交通部観光署トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism 
Administration, MOTC

〒 台北市汀州路 3 段 230 巷 14 弄 2 号

寶藏巖國際藝術村 / 宝蔵巖国際芸術村

☎ (02)2364-5313 
Treasure Hill Artist Village

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-8198
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3721
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MoCA), Taipei

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市航站南路 15 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立台湾博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  
〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 



EDITOR’S INTRODUCTION  
編集者の言葉

春の台北で自然の癒しの力に
触れる
春の台北は生命力に満ち溢れ、街を探索するのに最適の季節です。今号の
カバーストーリーでは「春の陽明山と緑の癒やし」と題し、癒やしのエネル
ギーに満ちた春の陽明山の生態系や花見スポット、特徴的な施設からグリ
ーン・ツーリズムを実践し、心身をリフレッシュする方法を紹介しています。

台北にはピクニックに最適な緑豊かな公園がたくさんあります。温かい春
は芝生の上で読書をしたり、晴れた日の午後に友人たちと談笑したりと爽
やかな空気を満喫するには最適な時期です。

2023 年、中山は雑誌『タイムアウト』で「世界で最もクールな 40 の街」に
選ばれました。中山は多くの史跡や歴史ある建築物を未来に遺すだけでな
く、赤峰商圏や南西商圏をつなぎ、伝統やポップカルチャーを集め台北に
彩りを添えています。そんな中山区の見どころを解説しています。

今や台北の国民的スポーツとなったストリートダンス。その聖地を訪れ、ス
トリートダンスの発展の歴史と、近年の大きな成長のルーツを探りました。

張り子細工は数千年前から受け継がれてきた技法です。その儀式的な意
義や文化的な意味合い、そしてアーティストの張徐展氏がどのようにして、
ほとんど忘れ去られたこの伝統工芸に新しい命を吹き込んだかを取材し
ました。

新しい年を迎え、台北市政府はスポーツの推進、交通安全、CO2 削減のた
めの新しい政策を導入しました。また、オープンしたばかりの台北ドームも
今後はスポーツの競技会や国際イベントのメイン会場として利用されます。
こうした市の取り組みや最先端の施設の詳細についても解説しています。

台北の食は世界トップクラスですが、現在はグリーン・ダイニング革命に乗
り出しています。今回は台北で人気のグリーン・レストラン 5 軒を訪問し、
それぞれのストーリーやこだわりのメニューについてお話を伺いました。

最後に、台湾で暮らして 13 年になる日本人のフラワーアーティスト、嶺貴子
さんに密着し、台北の四季折々の草花の香りや特徴を、彼女の繊細な観察
眼を通して紹介して頂きました。

「TAIPEI 2024 年春季号」では、主に台北に芽吹く自然のヒーリングパワー
を取り上げています。ぜひこの季節に台北に足を運び、癒やしを体験してみ
ましょう。

最後に、読者の皆さまに長らくご支援いただきました日本語版『TAIPEI』で
すが、本誌発刊に関わる方針転換のため、2024 年夏季号（第 36 期）をも
って廃刊となる運びとなりました。ここまでご愛読いただき、誠にありがと
うございました。英語版『TAIPEI』は今後も変わらず発刊されますので、引
き続き皆さまの変わらぬご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

オンラインアンケ
ートにご協力くだ
さい。ありがとう
ございます。
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台
北
は
国
際
的
な
観
光
地
と
し
て

優
れ
た
名
所
を
数
多
く
有
し
て
い
ま

す
が
︑
中
で
も
最
大
の
特
徴
と
言
え

る
の
が
市
内
に
あ
る
広
大
な
国
立
公

園
で
す
︒
緑
が
あ
ふ
れ
る
陽
明
山
国

家
公
園
は
台
北
で
も
有
数
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
市
の
北

部
に
あ
る
大
き
な
陽
明
山
の
山
々
に

王
冠
の
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
こ
の
公

園
に
は
様
々
な
展
望
ス
ポ
ッ
ト
が
あ

り
︑
市
の
中
心
部
を
直
接
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
︒

 

台
北
市
の
中
心
か
ら
バ
ス
で
1
時
間

ほ
ど
の
所
に
あ
る
こ
の
公
園
は
︑
そ
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
周
囲
に
あ
る
広
大

な
緑
地
帯
か
ら
地
元
住
民
に
と
っ
て
の

癒
し
の
場
と
な
っ
て
お
り
︑
彼
ら
は
こ

の
静
か
で
理
想
的
な
場
所
を
﹁
裏
の
庭

園
﹂
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
い
ま
す
︒
春

に
な
る
と
園
内
に
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー

の
花
々
が
咲
き
誇
り
︑
私
た
ち
の
心
身

を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
︒

こ
こ
で
は
春
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し

て
︑
こ
の
季
節
に
咲
く
さ
ま
ざ
ま
な
花

や
自
然
の
恵
み
︑
持
続
可
能
な
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
聖
地
と
な
っ
て
い

る
113 

km²
に
及
ぶ
広
大
な
プ
レ
イ
ス
ポ
ッ

ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒ 

美
し
い
地
形

陽
明
山
に
連
な
る
山
々
は
大
屯
火
山

群
と
し
て
も
知
ら
れ
る
場
所
で
︑
長
い

間
噴
火
し
て
い
な
い
休
火
山
の
集
積
地

で
す
︒
地
下
深
く
に
は
大
き
な
マ
グ
マ

溜
ま
り
が
あ
り
︑
そ
の
上
方
に
は
温
水

が
貯
ま
っ
て
い
ま
す
︒
上
空
か
ら
見
る

と
北
部
に
は
な
だ
ら
か
で
丸
み
の
あ
る

斜
面
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
︑
こ
れ
は
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か
つ
て
大
規
模
な
溶
岩
流
が
発
生
し
た

跡
で
す
︒
南
部
に
あ
る
紗
帽
山
は
山
頂

が
ニ
ッ
ト
帽
の
よ
う
な
ド
ー
ム
状
に
な

っ
て
お
り
︑
こ
の
形
が
か
つ
て
用
い
ら

れ
た
紗
帽
︵
サ
モ
︶
と
い
う
帽
子
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
︒
紗
帽
山
は
付
近
の
火
山
か

ら
流
れ
出
た
粘
性
の
溶
岩
流
が
固
ま
っ

た
で
き
た
山
で
︑
陽
明
山
に
豊
か
な
土

壌
や
密
生
し
た
植
物
︑
珍
し
い
地
形
を

作
り
出
し
ま
し
た
︒

グ
リ
ー
ン
・          

エ
コ
ロ
ジ
ー

五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
癒
し
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
む
に
は
︑
静
か
な
環

境
の
中
で
自
然
に
注
意
を
傾
け
︑
音

や
匂
い
を
観
察
し
て
︑
そ
の
美
し
さ

を
感
じ
ま
す
︒
実
際
︑
陽
明
山
国
家

公
園
に
は
自
然
を
楽
し
む
た
め
の
多

く
の
遊
歩
道
が
あ
り
︑
そ
れ
ら
は
当

局
に
よ
っ
て
一
級
の
騒
音
規
制
地
域

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒

2
0
2
0
年
に
はQuiet Parks International

に
よ
っ
て
︑
世
界
初
と
な
る
﹁Urban 

Q
uiet Park

︵
都
市
型
の
静
か
な
公
園
︶
﹂

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
︒Q

uiet Parks 

International

の
認
定
基
準
に
よ
れ
ば
︑

少
な
く
と
も
3
箇
所
の
騒
音
レ
ベ
ル
が

45 

dB
︵
デ
シ
ベ
ル
︶
以
下
︑
突
発
的
な

騒
音
レ
ベ
ル
は
60 

dB
以
下
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
︒
通
常
︑
森
の
中
を
風
が
吹

き
抜
け
る
音
が
約
45 

dB
︑
一
般
的
な
会

話
の
音
量
は
60 

dB
に
相
当
し
ま
す
︒
陽

明
山
で
継
続
的
な
測
定
を
行
っ
た
と
こ

ろ
最
も
静
か
な
場
所
は
わ
ず
か
30
㏈
ほ

ど
で
︑
ハ
イ
キ
ン
グ
の
際
に
は
常
に
鳥

や
カ
エ
ル
︑
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
B
G
M

と
し
て
聞
こ
え
︑
心
地
よ
い
体
験
を
作

り
出
し
ま
す
︒

1. 陽明山国家公園は 2020 年に世界初の「Urban Quiet Park」として認定されました。この画像は、七星山地域の静けさを表しています。（写真・
Brown Chen）│ 2. 春は陽明山で花見をするのに最適な季節です。（写真・Mike Sung）│ 3. 緑があふれるハイキングコースを歩き、リラックスしま
しょう。（写真・Mike Sung）

23
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静
寂
の
ト
レ
イ
ル
ツ

ア
ー

こ
の
ツ
ア
ー
の
目
的
地
は
標
高

1
2
2
0
m
に
及
ぶ
陽
明
山
山
脈
の
最

高
峰
︑
七
星
山
の
東
麓
︒
途
中
︑
険
し

い
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
︑
山
頂
ま
で
の

道
の
り
は
東
西
ど
ち
ら
の
ル
ー
ト
も
難

し
く
は
な
く
︑1

時
間
ち
ょ
っ
と
で
登
頂

で
き
ま
す
︒
山
頂
か
ら
は
3
6
0
度
の

パ
ノ
ラ
マ
が
堪
能
で
き
︑
北
側
に
は
海

岸
線
︑
南
側
に
は
台
北
盆
地
と
そ
の
中

に
広
が
る
街
並
み
が
眺
め
ら
れ
ま
す
︒

 

よ
り
平
坦
で
難
易
度
が
低
い
ル
ー
ト

で
あ
れ
ば
︑
午
後
か
ら
で
も
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
︒
菁
山
路
1
0
1
巷
は
七

星
山
の
東
麓
を
蛇
行
す
る
よ
う
に
進
む

ル
ー
ト
で
す
︒
夢
幻
湖
步
道
は
一
周
2.2

キ
ロ
の
周
回
コ
ー
ス
で
︑
冷
水
坑
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
向
か
い
に
あ
る
道
路

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
︑
夢
幻
湖
へ
続
く
遊

歩
道
を
通
っ
て
︑
湖
の
北
側
の
道
か
ら

数
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ
て
き
ま
す
︵
平

均
勾
配
12
度
︶
︒

夢
幻
と
い
う
名
称
は
︑
こ
の
地
域
が

よ
く
霞
や
霧
に
覆
わ
れ
る
こ
と
が
由
来
と

な
っ
て
お
り
︑
一
帯
は
陽
明
山
生
態
保

護
区
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

こ
こ
以
外
に
は
ど
こ
に
も
生
育
し
て
い
な

い
︑
古
代
の
希
少
な
植
物
で
あ
る
台
湾
ミ

ズ
ニ
ラ
の
生
息
地
で
も
あ
り
ま
す
︒

4. 静かな小道を歩き菁山吊り橋を越えると、谷間を流れる渓流の音が聞こえてきます。（写真・Jeremy Kuahn）│ 5. 擎天崗歩道へ続く小道からは、
広大な草原と周囲に立ち並ぶ山々の壮大な景色が眺められます。（写真・Mike Sung）

3

4

5
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冷
擎
歩
道
は
冷
水
坑
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
東
側
か
ら
擎
天
崗
草
原
へ
と
続

く
︑
全
長
1.8
キ
ロ
の
緩
や
か
な
坂
道
で

す
︒
冷
水
坑
は
南
に
位
置
す
る
擎
天
崗

の
地
形
を
形
成
し
て
い
る
溶
岩
が
七
星

山
の
東
側
を
流
れ
る
硫
黄
の
川
を
せ
き

止
め
て
で
き
た
も
の
で
︑
低
温
の
温
泉

水
が
湧
き
出
て
い
ま
す
︒
か
つ
て
は
せ

き
止
め
湖
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
ず
い
ぶ

ん
前
に
干
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

こ
こ
で
は
無
料
の
男
女
別
公
衆
浴
場
や

足
湯
が
楽
し
め
ま
す
︒

擎
天
崗
に
向
か
う
途
中
に
は
︑
白
色

の
硫
化
物
を
含
ん
だ
牛
奶
湖
︵
牛
乳

湖
︶
︑
史
跡
で
も
あ
る
歩
行
者
用
の
菁

山
吊
り
橋
︑
冷
水
坑
生
態
池
な
ど
の
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
︑
木
陰
が
生
い
茂

る
遊
歩
道
で
は
数
多
く
の
水
生
植
物
が

見
ら
れ
ま
す
︒

擎
天
崗
は
溶
岩
が
馬
の
鞍
の
形
に

堆
積
し
て
で
き
た
広
大
な
草
原
で
す
︒

勾
配
が
緩
や
か
な
擎
天
崗
環
形
歩
道

は
全
長
2.4
キ
ロ
で
︑
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
兼
ゴ
ー
ル
地
点
と

な
り
ま
す
︒
こ
の
場
所
の
見
ど
こ
ろ

は
︑
半
野
生
の
状
態
で
放
牧
さ
れ
て

い
る
水
牛
で
す
︒
日
本
時
代
に
は
農

場
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
現
在
は
廃
業

し
て
い
ま
す
︒

花
見
ス
ポ
ッ
ト

陽
明
山
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
季
節

ご
と
に
咲
く
花
で
す
︒
年
間
を
通
し
て

様
々
な
種
類
の
花
が
咲
き
乱
れ
︑
花
や

植
物
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
の
楽
園
と

な
り
ま
す
︒
季
節
ご
と
に
全
く
異
な
る

風
景
が
楽
し
め
ま
す
︒

2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
は
桜
︑
3

月
に
は
台
北
市
の
市
花
で
あ
る
ツ
ツ

ジ
︑
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
オ
ラ

ン
ダ
カ
イ
ウ
︑
5
月
か
ら
6
月
に
か
け

て
は
ア
ジ
サ
イ
︑
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
は
ス
ス
キ
と
︑
主
に
5
つ
の
時
期

に
分
け
ら
れ
ま
す
︒

6. 牛奶湖の周囲を歩くと、独特な乳白色の景色が見えてきます。（写真・Jeremy Kuahn）

6
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満開の�、 陽明山の桜は��らしい��を形作ります。（��・Mike Sung）
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陽
�
�
�
�
り

最
も
有
名
な
季
節
は
桜
が
咲
く
春
で
︑

そ
の
起
源
は
日
本
時
代
に
ま
で
遡
り
ま

す
︒
当
時
︑
花
見
に
行
け
な
か
っ
た
日

本
人
の
た
め
に
陽
明
山
一
帯
に
多
く
の

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
︑
多
く
の
人
を
惹

き
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

主
な
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
︑
陽

明
山
の
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る

前
山
公
園
と
陽
明
公
園
が
あ
り
︑
後
者

に
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
花
時
計
が
あ

り
ま
す
︒
近
く
に
あ
る
花
卉
試
験
セ
ン

タ
ー
も
同
様
に
花
や
植
物
が
好
き
な
人

に
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
︒

 

60
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
陽
明
山
花

祭
り
は
︑
毎
年
2
月
上
旬
か
ら
3
月
中

旬
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
︒
桜
以
外

に
も
ツ
ツ
ジ
︑
椿
︑
桃
︑
そ
し
て
台
湾

の
国
花
で
も
あ
る
梅
の
花
が
見
頃
を
迎

え
ま
す
が
︑
や
は
り
多
く
の
人
が
注
目

を
す
る
の
は
種
類
が
豊
富
な
桜
で
す
︒

代
表
的
な
品
種
と
し
て
八
重
桜
︑
昭
和

桜
︑
吉
野
桜
︑
台
湾
山
桜
な
ど
が
あ
り

ま
す
︒
ま
た
︑
花
を
テ
ー
マ
に
し
た
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
︑
野
外
音
楽
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
︒

竹
�
�
カ
ラ
ー
�
り                

＆
ア
ジ
サ
イ
�
り

次
に
人
気
の
花
ま
つ
り
は
︑
竹
子
湖

の
オ
ラ
ン
ダ
カ
イ
ウ
と
ア
ジ
サ
イ
が
咲

く
時
期
で
︑
3
月
中
旬
か
ら
6
月
ま
で

続
き
ま
す
︒
竹
子
湖
は
か
つ
て
日
本
人

が
農
業
の
た
め
に
水
を
引
い
た
湿
地
帯

で
︑
そ
の
後
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
︵
孟
宗

竹
︶
︑
茶
葉
︑
蓬
萊
米
と
い
う
お
米
︑

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒

竹
子
湖
は
七
星
山
の
西
麓
に
位
置

し
︑
も
と
も
と
は
北
に
あ
る
大
屯
山
か

ら
流
れ
出
た
火
山
が
西
と
南
に
堆
積
し

て
形
成
さ
れ
ま
し
た
︒
現
在
は
︑
花
卉

栽
培
を
専
門
と
す
る
持
続
可
能
な
観
光

農
園
で
溢
れ
て
い
ま
す
︒
最
初
の
オ
ラ

7. 陽明山の春は、豊富な桜の花で有名な気候の良い季節です。（写真・Mike Sung）

7
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8

9

ン
ダ
カ
イ
ウ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
の

は
2
0
0
2
年
で
︑
最
近
で
は
ア
ジ
サ

イ
も
取
り
入
れ
ら
れ
︑
春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
花
見
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒
ま
た
︑
台
湾
に
あ
る
オ
ラ
ン

ダ
カ
イ
ウ
の
80
～
90
％
は
こ
こ
で
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
︒

訪
れ
た
人
は
花
畑
の
小
道
を
歩
い
て

新
鮮
な
花
を
摘
ん
だ
り
︵
有
料
︶
︑
集

落
に
あ
る
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ヘ
ル

シ
ー
な
食
事
が
楽
し
め
ま
す
︒
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
期
間
中
は
エ
コ

ロ
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や

体
験
活
動
︑
コ
ン
サ
ー
ト
︑
造
園
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
︒

陽
明
山
や
台
北
市
内
で
開
催
さ
れ
る

フ
ラ
ワ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て

は
︑
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

8. 竹子湖のカラーリリーの満開は、Instagram の影響力者にとっ
て人気のある背景となっています。（写真・Mike Sung）│ 9. 竹
��の�囲では 5 月から 6 月にかけてアジサイが�き乱れます。
（��・Mike Sung）

▶ 2024 年の� IN 台北（台北��）
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山
中
に
あ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
シ
ョ
ッ
プ

�
� ―

 

コ
ー
ヒ
ー
の
味
わ
い

と
�
�

陽
明
山
で
花
見
を
す
る
際
︑
イ
ス
に

座
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
四
季

折
々
の
風
景
や
そ
の
色
合
い
︑
陰
影
に

浸
っ
て
い
る
自
分
を
想
像
し
て
み
ま
し

ょ
う
︒
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
体
験
に
な

る
は
ず
で
す
︒

裏
山
は
そ
う
い
っ
た
体
験
が
で
き
る

場
所
で
す
︒
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
沈
映
仁

氏
が
﹁
都
会
の
中
に
山
を
作
り
た
か
っ

た
﹂
と
語
る
よ
う
に
︑
こ
こ
は
緑
に
囲

ま
れ
た
隠
れ
家
で
あ
り
︑
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
や
植
物
︑
芸
術
文
化
に
彩
ら
れ
た
台

北
市
民
に
も
観
光
客
に
も
愛
さ
れ
る
週

末
限
定
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

 

こ
こ
で
は
魅
力
的
な
緑
の
庭
園
や
美

し
い
風
景
︑
季
節
ご
と
に
咲
く
花
や
植

物
︑
そ
し
て
そ
の
散
り
際
を
観
賞
で
き

る
ほ
か
︑
台
湾
と
日
本
の
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
に
触
れ
︑
自
身
の
興
味
の
あ
る
文
物

や
過
去
の
遺
物
か
ら
掘
り
出
し
物
を
探

す
こ
と
も
で
き
ま
す
︒
室
内
の
カ
フ
ェ

で
は
︑
風
鈴
の
音
に
耳
を
済
ま
せ
な
が

ら
山
奥
で
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が

楽
し
め
ま
す
︒

こ
の
芸
術
的
な
空
間
で
は
ア
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
と
同
じ
よ
う
に
︑
台
湾
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造
力
と
技
術
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

所在地
営業時間

裏山

士林区平菁街 109-10 号
土〜日
12：00 ～ 18：00

（臨時休業の場合がありますので、
詳細は公式 SNS をご確認ください）

10

10. 裏山の庭園のユニークな景観は、訪れた人に静けさをもたらします。（写真・裏山）
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�
�
�
� ―

 

自
�
の
中
で
体

�
す
る
�
�
と
�
想

雲
森
陶
陶
は
陽
明
山
で
羽
を
伸
ば
し
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
し
た
い
人
に
最
適

な
場
所
で
す
︒
緑
豊
か
な
植
生
と
大
き

な
ガ
ラ
ス
窓
の
中
に
あ
る
こ
の
ス
ペ
ー

ス
は
︑
展
示
︑
教
室
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
︑
様
々
な
角

度
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
サ
プ

ラ
イ
ズ
に
満
ち
た
体
験
が
で
き
ま
す
︒

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ピ

プ
キ
ン
氏
は
ア
メ
リ
カ
出
身
で
︑
癒
し

の
哲
学
を
持
つ
人
物
で
す
︒
彼
は
﹁
陶

器
を
作
る
の
は
瞑
想
と
同
じ
よ
う
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
︑
自
分
の
手
元
に
集

中
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
﹂
と
話
し

ま
す
︒
陶
芸
︑
瞑
想
︑
工
芸
は
ア
ー
ト

セ
ラ
ピ
ー
の
一
種
で
︑
ス
ト
レ
ス
を
緩

和
す
る
だ
け
で
な
く
︑
創
造
的
な
プ
ロ

セ
ス
を
通
じ
て
人
生
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

情
熱
を
注
ぎ
込
み
ま
す
︒

雲
森
陶
陶
で
は
山
間
部
で
の
陶
芸
体

験
を
行
っ
て
い
て
︑
事
前
に
予
約
を
す

れ
ば
華
語
と
英
語
限
定
に
は
な
り
ま
す

が
︑
低
温
で
焼
成
す
る
﹁
楽
焼
︵
ら
く

11

12

11-12. 植物に囲まれた美しい景色の中で陶芸が楽
しめます。（写真・雲�陶陶）

や
き
︶
﹂
の
基
本
的
な
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
こ
こ
で
作
っ
た
作

品
は
旅
行
の
お
土
産
や
記
念
品
と
し
て

最
適
で
す
︒

陽
明
山
に
は
自
然
と
い
う
名
の
宝
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
四
季

を
通
じ
て
美
し
い
景
色
が
見
ら
れ
る
ス

ポ
ッ
ト
で
す
が
︑
最
も
オ
ス
ス
メ
な
季

節
は
色
彩
の
鮮
や
か
な
春
で
す
︒
ぜ
ひ

静
寂
を
感
じ
ら
れ
る
春
の
旅
に
出
か
け

て
み
て
下
さ
い
︒所在地

営業時間

雲森陶陶

士林区凱旋路 25 巷 4 号
水〜日
11：00 ～ 17：00

（体験コースは 1 ヶ月前までに要予約、
詳細は公式 SNS をご確認ください）
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1

春
の
日
差
し
が
台
湾
を
包
み
込
む

季
節
が
訪
れ
ま
し
た
︒
台
北
で
は
鳥

の
さ
え
ず
り
や
優
雅
に
舞
う
蝶
の
姿
︑

暖
か
な
風
に
揺
れ
る
草
花
が
道
行
く

人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
︒
正
に

ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
最
適
な
季
節
と
言
え

る
で
し
ょ
う
︒

 

今
号
で
は
︑
﹁
春
の
陽
明
山
と
緑
の

癒
や
し
﹂
と
い
う
記
事
で
︑
台
北
北
部

の
陽
明
山
で
体
験
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
や
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
触
れ
て
い

ま
す
︒
こ
こ
で
は
台
北
の
都
市
部
に
い

な
が
ら
喧
騒
を
避
け
︑
緑
と
静
寂
の
オ

ア
シ
ス
で
心
身
を
休
め
ら
れ
る
ピ
ク
ニ

ッ
ク
に
最
適
な
公
園
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
︒ 

台
北
は
過
去
数
十
年
の
間
に
美
し
く

変
化
を
遂
げ
ま
し
た
︒
台
北
市
政
府

は
︑
台
北
を
世
界
的
の
都
市
の
中
で
も

最
も
住
み
や
す
い
場
所
に
す
る
べ
く
努

力
を
続
け
て
お
り
︑
街
の
急
速
な
変
化

が
そ
の
成
果
を
物
語
っ
て
い
ま
す
︒
台

北
は
﹁
住
み
や
す
い
都
市
﹂
と
﹁
持
続

可
能
な
都
市
﹂
に
関
す
る
数
多
く
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
お
り
︑
中

で
も
重
要
な
要
素
と
し
て
緑
地
の
創
出

が
あ
り
ま
す
︒

都
市
の
中
心
に
あ
る

緑
の
隠
れ
家

も
と
も
と
台
北
は
緑
地
が
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
︑
今
で
は
自
然
を

愛
す
る
人
た
ち
の
街
へ
と
変
化
し
ま
し

た
︒
そ
の
最
た
る
例
が
基
隆
︑
淡
水
︑

新
店
︑
景
美
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
川
沿

い
の
公
園
で
︑
台
北
の
市
街
地
ほ
ぼ
全

域
を
囲
む
よ
う
に
遊
歩
道
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
︒
こ
こ
に
は
す
べ
て
の
公
園

を
通
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
あ

1. 台北にある数多くのピクニッ
クスポットに出かけ、美味しい
食事で心身をリラックスさせま
しょう。（��・Brown Chen）

都
市
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ッ

ト
：
太
陽
の
下
で
過
ご
す

� 
R

ick C
harette

�
� 

下
�
�
� 

�
� 

B
row

n C
hen

�Tzuying Sun

�
台
北
市
観
光
伝
播
局
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CITY SCENE

り
︑
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
のYouBike

も
気

軽
に
利
用
で
き
ま
す
︒
こ
の
他
に
も
台

北
の
中
心
に
は
︑
﹁
中
央
公
園
﹂
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
1
9
9
4
年
に
開
園

し
た
大
安
森
林
公
園
が
あ
り
︑
緑
豊
か

な
広
々
と
し
た
緑
地
が
都
会
の
喧
騒
を

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
︒

柔
ら
か
な
芝
生
︑
青
々
と
し
た
木
々
︑

そ
び
え
立
つ
山
々
の
景
色
を
楽
し
む
こ

と
は
︑
心
身
に
素
晴
ら
し
い
癒
や
し
の

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
︒
台
北
に
あ
る

公
園
は
い
ず
れ
も
こ
の
三
拍
子
が
揃
っ

て
い
ま
す
︒

 

こ
こ
10
年
で
︑
台
北
市
民
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
対
す
る
熱
は
大
き
な
高
ま

り
を
見
せ
て
い
て
︑
T
L
C
ピ
ク
ニ

ッ
ク
・
デ
ー
やVogue

台
湾
ピ
ク
ニ
ッ

ク
・
デ
ー
と
い
っ
た
大
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

公
園
で
の
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

ク
リ
エ
テ
ィ
ブ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を

開
く
こ
と
で
人
々
が
よ
り
長
く
緑
地

で
過
ご
せ
る
機
会
も
作
っ
て
い
ま
す
︒

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
博
覧
会
と
合
わ
せ
て
開
催
さ

れ
ま
す
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
実
際
に
ピ

ク
ニ
ッ
ク
に
お
す
す
め
な
4
つ
の
公

園
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

3

2

2-3. ピクニックは�事を楽しむだけでなく、��と��らしい�間が�ごせます。（上・台北市観光��局；下・Brown Chen）
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大
安
森
林
公
園

台
北
中
南
部
に
あ
る
こ
の
公
園
は
市

内
で
も
最
も
大
き
く
︑
台
北
M
R
T

を
利
用
す
れ
ば
公
園
の
北
側
に
あ
る
大

安
�
林
公
園
駅
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
︒
M
R
T
の
駅
は
台
北
唯
一
の

サ
ン
ク
ン
ガ
ー
テ
ン
型
で
︑
公
園
周
辺

に
はYouBike

の
レ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
も
あ
り
ま
す
︒

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
む
人
た
ち
に
と

っ
て
︑
こ
の
公
園
の
最
大
の
魅
力
は
種

類
豊
富
な
樹
木
と
美
し
い
野
鳥
で
す
︒

週
末
や
祝
日
の
午
後
は
︑
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
す
る
人
た
ち
で
大
き
く
賑
わ
い
ま

す
︒
特
に
家
族
連
れ
が
集
ま
る
の
は
︑

公
園
の
東
北
部
に
あ
る
最
大
規
模
の
芝

生
エ
リ
ア
で
︑
隣
に
は
子
供
用
の
遊
具

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
大
安
森
林
公
園
﹂
と
い
う
名
前
が

示
す
通
り
︑
1
9
9
4
年
の
開
園
以

来
︑
こ
こ
に
は
本
物
の
森
と
広
大
な

芝
生
が
広
が
っ
て
い
ま
す
︒
公
園
の

反
対
側
が
見
え
な
い
ほ
ど
鬱
蒼
と
茂

る
木
々
や
低
木
︑
花
々
は
都
市
に
新

鮮
な
空
気
を
送
っ
て
お
り
︑
親
し
み

を
込
め
て
﹁
台
北
の
肺
﹂
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
︒

 

春
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
満
開
の
ツ
ツ

ジ
や
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
︒
木
陰
を
形
成
す
る
立
派
な
木
々

の
中
に
は
ガ
ジ
ュ
マ
ル
︑
キ
サ
ン
ト
フ

ィ
ル
ム
・
ハ
イ
ナ
ネ
ン
セ
︑
ク
ス
ノ
キ
︑

タ
イ
ワ
ン
フ
ウ
︵
台
湾
楓
︶
な
ど
が
あ

り
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
の
公
園
で
は
台
北

市
政
府
が
主
催
し
3
月
い
っ
ぱ
い
開
催

さ
れ
る
﹁
台
北
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
﹂
︑
3

月
16
日
に
開
催
さ
れ
る
﹁
台
北
フ
ラ
ワ

ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
﹂
︑
こ
の
他
に
も
数
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
︒

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
後
に
体
を

動
か
し
た
い
人
は
︑
公
園
の
�
部
エ
リ

ア
へ
足
を
運
び
ま
し
ょ
う
︒
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
な

ど
の
施
設
︑
滑
り
台
や
砂
場
な
ど
子
供

用
の
遊
び
場
︑
週
末
や
祝
日
に
音
楽
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
野

外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
楽
し
め
ま
す
︒

樹
木
が
茂
り
︑
2
つ
の
人
工
島
が
あ

る
生
態
池
で
は
鳥
た
ち
が
羽
を
休
め
た

り
︑
巣
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
︒

生
息
し
て
い
る
の
は
︑
タ
イ
ワ
ン
ゴ
シ

キ
ド
リ
︑
ゴ
イ
サ
ギ
︑
ア
オ
サ
ギ
︑
ト

キ
︑
バ
ン
︑
シ
ラ
サ
ギ
な
ど
で
︑
写
真

好
き
な
人
た
ち
が
撮
影
し
て
い
る
姿
も

見
か
け
ま
す
︒

4. 大安�林公園の柔らかい芝生で友達と一緒に座ることは、最高の週末の楽しみです。（��・台北市観光��局）│ 5. 大安�林公園には多様
性に富んだ生物がおり、生態池は鳥たちの生息地となっています。（��・Brown Chen）

5

4
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花
博
公
園
新
生
園
区

花
博
公
園
新
生
園
区
は
市
の
北
部
中

央
︑
基
隆
川
の
南
に
あ
り
︑
M
R
T
圓

山
駅
は
西
へ
2
ブ
ロ
ッ
ク
︑
中
山
小
学

校
駅
は
南
へ
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
位
置
に
あ

り
ま
す
︒
公
園
の
周
辺
に
はYouBike

の

レ
ン
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
数
多
く
あ

り
︑
花
博
公
園
内
に
あ
る
圓
山
園
区
︑

美
術
園
区
は
い
ず
れ
も
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

最
適
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
︒

 

こ
こ
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
す
る
際
の
最

大
の
魅
力
は
花
で
す
︒
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
の
バ
ラ
が
一
面
に
咲
き
乱
れ
︑
偉
大

な
画
家
の
パ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
風
景
を

作
り
出
し
ま
す
︒
も
う
一
つ
の
見
ど
こ

ろ
と
し
て
は
︑
公
園
の
東
側
に
あ
る
松

山
空
港
に
飛
行
機
が
着
陸
す
る
様
子
が

間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
︒

花
博
公
園
新
生
園
区
に
は
︑
台
北
バ

ラ
園
︑
台
北
典
蔵
植
物
園
︑
迷
宮
花
園

な
ど
様
々
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
︒

バ
ラ
園
は
台
北
北
部
で
最
も
多
様
性
に

富
ん
だ
庭
園
で
︑
8
0
0
種
類
以
上
︑

5
0
0
0
株
を
超
え
る
世
界
各
地
の
バ

ラ
が
楽
し
め
る
ほ
か
︑
毎
年
3
月
に
は

春
の
台
北
バ
ラ
展
も
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
︒
こ
の
期
間
中
は
週
末
に
な
る
と
多

く
の
人
で
賑
わ
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か

れ
︑
バ
ラ
の
オ
イ
ル
や
ジ
ャ
ム
︑
花
や

鉢
植
え
な
ど
貴
重
な
商
品
が
販
売
さ
れ

ま
す
︒

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
す
る
人
が
よ
く
集
ま

る
の
は
︑
八
角
形
を
し
た
迷
宮
花
園
の

芝
生
エ
リ
ア
で
す
︒
西
側
に
は
�
�
バ

ラ
園
︑
東
側
に
は
子
供
用
の
遊
び
場
が

あ
り
ま
す
︒
園
内
に
は
野
球
場
︑
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
︑
屋
内
プ
ー
ル
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
あ
り
︑
大

安
森
林
公
園
と
同
じ
よ
う
に
週
末
や
祝

日
の
午
後
が
最
も
賑
わ
い
ま
す
︒

7 6

6. 台北バラ園は新生園区内の人気スポットの一つで、ピクニックに優雅な雰囲気を添えてくれます。（��・Brown Chen）│ 7. 新生園区内には
低木で構成された迷宮花園があり、飛行機が飛び去る様子を間近で見られます。（��・Brown Chen）
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大
佳
河
浜
公
園 

& 

美
堤
河
浜
公
園

ど
ち
ら
の
公
園
も
基
隆
河
沿
い
に

あ
り
︑
大
佳
公
園
は
新
生
公
園
の
す

ぐ
北
に
あ
る
基
隆
河
南
岸
︑
美
堤
公

園
は
M
R
T
大
直
駅
か
ら3

ブ
ロ
ッ
ク

東
に
進
ん
だ
基
隆
河
の
北
岸
に
あ
り

ま
す
︒
各
公
園
の
正
面
入
口
に
は
﹁
台

北
市
河
浜
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
﹂
が
あ
り
︑
自
転
車
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

 

台
北
市
北
部
の
川
沿
い
に
あ
る
こ
の

2
つ
の
公
園
は
︑
広
大
な
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
で
き
︑
そ
れ

ぞ
れ
の
公
園
か
ら
は
川
沿
い
に
広
が
る

公
園
の
緑
地
や
美
し
い
山
々
が
眺
め

ら
れ
ま
す
︒
特
に
大
佳
公
園
か
ら
の

圓
山
大
飯
店
︑
美
堤
公
園
か
ら
の
台
北

1
0
1
ビ
ル
や
信
義
区
に
並
ぶ
高
層

ビ
ル
は
絶
景
で
す
︒
ま
た
︑
東
西
に
長

く
広
が
る
こ
れ
ら
の
公
園
は
特
に
日
の

出
︑
日
の
入
り
の
景
色
が
壮
観
で
︑
ピ

ク
ニ
ッ
ク
を
す
る
人
た
ち
に
も
人
気
の

時
間
帯
と
な
り
ま
す
︒
と
は
い
え
︑
こ

ち
ら
も
最
も
混
み
合
う
の
は
週
末
や
祝

日
の
午
後
で
す
︒

ど
ち
ら
の
公
園
も
川
沿
い
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
だ
け
で
な
く
︑
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
施
設
が
充
実
し
て
い

ま
す
︒
大
佳
公
園
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ー
ト
︑
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
︑
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
コ
ー
ト
︑
ク
ロ
ッ
ケ
ー
コ
ー
ト
の
ほ

8

9

8. ピクニックの最後は大佳河浜公園の河川敷から夕日を観賞しましょう。（��・Brown Chen）
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か
︑
子
供
向
け
の
遊
び
場
と
し
て
滑
り

台
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
設
備
︑
砂
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
︒
美
堤
公
園
に
は
バ
レ
ー

コ
ー
ト
︑
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
︑
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
︑
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
だ
け
で

な
く
︑
屋
外
の
ラ
ジ
コ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト

ま
で
揃
っ
て
い
ま
す
︒

大
佳
公
園
で
最
も
人
気
の
あ
る
ピ

ク
ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
は
︑
川
辺
に
あ
る

﹁
希
望
噴
泉
﹂
と
い
う
巨
大
な
噴
水

の
近
く
で
︑
高
さ
75 
m
に
及
ぶ
水
の

柱
が
打
ち
上
が
り
ま
す
︒
噴
水
は
季

節
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
が
︑
午

前
10
時
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
1
～
2

時
間
間
隔
で
15
分
の
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
す
︒
こ
の
シ
ョ
ー
で
は
噴
水
で

花
び
ら
の
形
を
作
り
︑
万
華
鏡
を
模

し
た
80
色
の
照
明
が
水
柱
を
照
ら
す

こ
と
で
一
つ
の
巨
大
な
花
を
作
り
出

し
ま
す
︒
美
堤
公
園
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

エ
リ
ア
は
美
し
い
湾
の
西
側
︑
子
供

用
の
遊
び
場
の
近
く
で
す
︒
こ
こ
は

多
く
の
鳥
が
休
息
に
訪
れ
る
場
所
で
︑

秋
に
は
渡
り
鳥
が
見
ら
れ
ま
す
︒

こ
の
2
箇
所
の
公
園
は
前
述
し
た

公
園
と
同
じ
く
大
規
模
な
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
や
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て

も
人
気
で
す
︒
大
佳
公
園
は
毎
年
開

催
さ
れ
る
台
北
国
際
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ト
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
り
︑

美
堤
公
園
は
か
つ
て
3
年
連
続
で

T
L
C
ピ
ク
ニ
ッ
ク
・
デ
ー
が
開
か

れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
︒

10

11

9-10. 台北の川�いにあるサイクリングロードは基隆河に�って伸び、川�いの��と�大な�観を�いでいます。（右・Tzuying Sun；左・
Brown Chen）│ 11. お子さんと一緒に公園へピクニックに出かけ、川沿いの新鮮な空気を楽しみましょう。（��・Brown Chen）
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ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
最
大

限
に
楽
し
む

週
末
や
祝
日
に
台
北
市
内
の
公
園

を
散
策
す
る
と
︑
家
族
や
友
人
た
ち

と
の
ん
び
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
む

の
が
人
気
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
︒
一
人

の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
自
由
が
あ
っ
て
良

い
で
す
が
︑
台
北
の
人
た
ち
は
周
り

の
人
と
親
し
く
す
る
の
が
好
き
で
︑

近
所
の
人
た
ち
と
も
積
極
的
に
交
流

を
持
ち
ま
す
︒
特
に
子
ど
も
連
れ
や

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
い
る
場
合
は
よ
り

親
し
く
な
り
や
す
い
で
す
︒

ま
た
︑
美
味
し
い
料
理
や
お
酒
を
飲

ん
だ
り
︑
カ
ー
ド
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を

持
参
し
て
余
暇
を
過
ご
し
ま
す
︒
初
め

て
あ
っ
た
人
と
距
離
を
縮
め
る
際
に
最

適
な
遊
び
は
フ
リ
ス
ビ
ー
や
凧
揚
げ
で

す
︒
自
ら
の
殻
を
破
れ
ば
周
囲
の
子
ど

も
が
気
づ
い
て
近
づ
い
て
く
る
で
し
ょ

う
︒
愛
犬
を
連
れ
た
人
は
︑
自
分
が
動

か
な
く
て
良
い
の
で
愛
犬
と
フ
リ
ス
ビ

ー
を
や
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
︒

最
近
で
は
︑
ピ
ク
ニ
ッ
ク
以
外
に
も

﹁
都
市
型
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
﹂
が
流
行
っ

て
い
ま
す
︒
小
型
テ
ン
ト
を
設
置
す
る

こ
と
で
日
差
し
を
遮
れ
る
の
で
︑
昼
寝

や
子
ど
も
の
お
む
つ
交
換
な
ど
が
で
き

ま
す
︒

台
北
市
政
府
は
責
任
あ
る
ピ
ク
ニ
ッ

ク
を
推
進
す
る
た
め
︑
﹁
�
�
�
林

︵Leave N
o Trace

︶
﹂
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ

は
自
然
を
尊
重
す
る
究
極
の
環
境
倫
理

で
︑
具
体
的
に
は
人
が
環
境
に
与
え
る

影
響
を
減
ら
し
︑
持
続
可
能
な
発
展
を

目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
︒
台
北
の
緑

地
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
︑
そ
の
自

然
の
美
し
さ
を
後
世
に
残
す
努
力
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

12

12. シンプルなボードゲームは、��や友�とのピクニックに楽しみを�えてくれます。( ��・Brown Chen)
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14 13

責任あるピクニックのヒント

・お�当のポイント：傷みにくく、軽くて、�べやすいものを用�する。

・��的かつ�気のお�当：�� ( 台�式おにぎり )、刈� ( �しパンのサンドイッチ )、��蛋

（台��煮玉�）、焼き�など。これら上�のポイントを満たしているだけでなく、味も�味

しいので一�挑戦してみてください。

・再利用可�な��やカトラリー：プラスチックの��や��よりも�品��用��の�が
�ち�びやすく�生的です。また、�生の上では木�のトレイを使う�が��しますし、
Instagram に�える��を載せることもできます。

13. ピクニックはペットと過ごす素敵な時間にもなります。（写真・Brown Chen）│ 14. ピ返し使える容器を使用することで、地球に優しいだけ
でなく、映える写真も撮れます。（写真・Brown Chen）
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1

台
北
の
M
R
T
が
運
行
を
終
了
す

る
深
夜
︑
南
京
東
路
に
は
バ
イ
ク
や

タ
ク
シ
ー
が
行
き
交
い
ま
す
︒
目
的

地
は
中
山
の
小
さ
な
通
り
に
あ
る
深

夜
営
業
の
ビ
ス
ト
ロ
や
控
え
め
な
居

酒
屋
︑
賑
や
か
な
シ
ー
シ
ャ
バ
ー
︑

洒
落
た
隠
れ
家
的
な
バ
ー
な
ど
で
す
︒

 

林
森
公
園
の
向
い
に
あ
る
24
時
間
営

業
の
飲
茶
レ
ス
ト
ラ
ン
に
通
う
常
連
客

は
︑
窓
際
の
席
に
座
り
︑
窓
の
外
の
道

路
や
店
内
に
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や

バ
ー
の
店
員
を
眺
め
ま
す
︒
こ
れ
は
毎

晩
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
光
景
で
あ
り
︑

2
0
2
3
年
11
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
著
名

な
雑
誌
﹃
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
﹄
が
中
山
を

﹁
世
界
で
最
も
ク
ー
ル
な
40
の
街
﹂
に

選
ん
だ
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
︒

台
湾
の
他
の
地
域
が
選
出
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
︑
こ
の
栄
誉
は
よ
り
特

別
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
実

際
に
足
を
運
ん
で
中
山
の
魅
力
を
体
験

し
て
み
て
下
さ
い
︒

中
山
の
起
源

19
世
紀
後
半
︑
台
北
が
小
さ
な
貿

易
の
町
か
ら
本
格
的
な
都
市
へ
と
発
展

す
る
に
つ
れ
︑
中
山
は
都
市
開
発
の
中

心
と
な
り
︑
急
速
に
工
場
や
学
校
︑
住

宅
が
増
え
ま
し
た
︒
日
本
時
代
に
入
る

と
整
備
が
始
ま
り
︑
移
動
し
や
す
い
よ

う
に
格
子
状
に
道
路
が
敷
設
さ
れ
ま
し

た
︒
支
配
階
級
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
こ

の
地
域
の
豪
華
な
住
宅
に
住
み
︑
そ
の

周
囲
に
は
地
元
の
商
人
や
職
人
︑
専
門

職
の
家
族
の
家
や
商
店
が
立
ち
並
び
ま

し
た
︒

日
本
が
今
日
の
中
山
区
に
与
え
た
影

響
は
大
き
く
︑
長
安
西
路
よ
り
北
側
に

は
居
酒
屋
や
ラ
ー
メ
ン
屋
が
軒
を
連
ね
︑

東
京
や
大
阪
の
街
並
み
を
そ
の
ま
ま
持

っ
て
き
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま

す
︒
実
際
に
こ
の
エ
リ
ア
を
歩
く
と
日

本
語
が
頻
繁
に
聞
こ
え
︑
今
で
も
日
本

人
の
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
人
気

で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
︒
と
は
い
え
︑

台
北
で
最
も
ク
ー
ル
な
街
：  

中
山
の
表
と
裏

� 
Jonathan Kaplan

�
� 

下
山
敬
之 

�
� 

M
ike Sung

�Jerem
y Kuahn

�
23
喜
劇
倶
楽
部
�
台
V
L
T
�Fifi Lee

�
台
北
市
観
光
伝
播
局
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CITY SCENE

2

3

こ
こ
は
日
本
で
は
な
く
︑
歴
史
と
い
う

名
の
る
つ
ぼ
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
︑
こ
の

地
で
生
活
を
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
絶

え
ず
形
を
変
え
続
け
て
き
た
台
湾
独
自

の
街
で
す
︒
実
際
︑
﹁
中
山
﹂
と
い
う

地
名
も
中
華
民
国
の
建
国
の
父
と
し
て

敬
愛
さ
れ
て
い
る
孫
文
の
通
称
﹁
孫
中

山
﹂
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

ア
ク
セ
ス 

M
R
T
中
山
駅
を
出
発
し
て
南
西

商
圏
へ
向
か
う
と
︑
台
北
の
ス
タ
イ
リ

ッ
シ
ュ
で
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
買
い
物
環

境
が
体
験
で
き
ま
す
︒
南
西
商
圏
の
隣

に
は
赤
峰
商
圏
が
あ
り
︑
厳
密
に
は
中

山
区
で
は
な
く
大
同
区
に
位
置
し
ま
す

が
︑
路
地
が
複
雑
に
交
差
し
て
い
る
こ

と
か
ら
中
山
の
延
長
と
み
な
さ
れ
て
い

ま
す
︒
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
西
へ
向
か

う
と
︑
台
北
の
も
う
ひ
と
つ
の
人
気
観

光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
大
稲
埕
商
圏
が
あ

り
︑
台
湾
の
歴
史
と
文
化
発
展
の
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
︑
ギ
ャ
ラ
リ

ー
︑
史
跡
︑
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
が
揃
っ
て
い
る
中
山
は
︑
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
︑

お
し
ゃ
れ
な
ス
ポ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
り

た
い
若
い
観
光
客
に
も
人
気
で
す
︒
ど

こ
を
歩
い
て
も
素
敵
な
お
店
や
ス
ポ
ッ

ト
が
見
つ
か
り
ま
す
︒

1. 繁華街の 1 つである中山は、雑誌『タイムアウト』で
「世界で最もクールな 40 の街」に選ばれました。（写真
・Mike Sung）│ 2. 中山には壁にペイントを施した独特な
カフェがたくさんあります。（写真・台北市観光伝播局）
│ 3. 心中�線形公園は数多くのインスタレーションアー
トが設置されています。（写真・Mike Sung）

日
本
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
︑
近

代
的
な
設
備
︑
シ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
︑

温
か
い
雰
囲
気
な
ど
︑
ユ
ニ
ー
ク
な

体
験
を
求
め
る
旅
行
客
に
と
っ
て
中

山
は
最
適
な
場
所
で
す
︒
自
由
に
散

策
を
し
て
も
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ

ト
や
お
店
は
見
つ
か
り
ま
す
が
︑
こ

こ
で
紹
介
す
る
場
所
も
参
考
に
し
て

み
て
く
だ
さ
い
︒
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日
中
の
中
山

中
山
は
昼
間
か
ら
活
気
が
溢
れ
て
い

ま
す
が
︑
文
学
や
芸
術
に
関
連
す
る
ス

ポ
ッ
ト
も
数
多
く
あ
り
ま
す
し
︑
史
跡

や
か
わ
い
い
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
回
る
の

も
オ
ス
ス
メ
で
す
︒

�
中
�
�
形
�
�
と
中
�
�
下

書
店
街

 

M
R
T
双
連
駅
か
ら
中
山
駅
へ
と
続

く
道
沿
い
に
あ
る
心
中
山
線
形
公
園
は

美
し
い
都
市
型
デ
ザ
イ
ン
の
憩
い
の
場

で
す
︒
自
然
の
緑
と
建
物
が
見
事
に
調

和
し
︑
道
中
の
街
並
み
は
絶
え
ず
変
化

し
て
い
く
の
で
人
間
観
察
や
散
策
に
最

適
で
す
︒
季
節
ご
と
に
変
わ
る
ア
ー
ト

が
設
置
さ
れ
る
こ
の
公
園
に
は
︑
家
族

連
れ
や
お
し
ゃ
れ
な
地
元
の
若
者
︑
友

人
同
士
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々
な
人
が

新
鮮
さ
を
求
め
て
集
ま
り
ま
す
︒
週
末

に
は
手
工
芸
品
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

が
並
ぶ
魅
力
的
な
屋
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
か
れ
ま
す
︒

地
下
鉄
駅
と
つ
な
が
っ
て
い
る
中
山

地
下
書
店
街
で
は
︑
本
や
文
具
︑
雑
貨

な
ど
が
見
つ
か
り
ま
す
︒
快
適
な
室
温

の
中
で
ゆ
っ
く
り
小
説
な
ど
を
探
し
て

見
ま
し
ょ
う
︒
地
上
に
は
公
園
と
交
差

す
る
通
り
や
路
地
が
あ
り
︑
か
わ
い
い

カ
フ
ェ
や
パ
ン
屋
︑
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
︒

4. 心中山線形公園は散歩に最適な場所で、美しくデザインさ
れた都会の憩いの場です。（写真・Mike Sung）│ 5. 中山地下
書�街は地元の人たちの日常にアートをもたらします。（写真
・Mike Sung）4

5
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�
瑞
月
�
踊
研
�
�

台
湾
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
︑
特

に
ダ
ン
ス
は
人
気
が
あ
り
ま
す
︒
週

末
に
な
る
と
街
の
あ
ち
こ
ち
で
ス
テ

ッ
プ
を
練
習
す
る
若
者
の
グ
ル
ー
プ

を
見
か
け
ま
す
︒
台
湾
の
モ
ダ
ン
ダ

ン
ス
の
母
と
称
さ
れ
る
蔡
瑞
月
は
ダ

ン
ス
ア
ー
ト
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
︑

6-7. かつて日本の役人の宿舎だった蔡瑞月舞踊研究社の木造建築は、今では蔡
氏のダンスの記録やビデオを誇らしげに展示しています。（上・Mike Sung；下
・Jeremy Kuahn）

6

舞
踊
研
究
社
で
は
今
日
も
彼
女
の
仕

事
を
引
き
継
ぎ
︑
若
い
才
能
に
重
要

な
教
育
の
基
盤
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒

蔡
瑞
月
舞
踊
研
究
社
の
木
造
の
建
物

は
︑
か
つ
て
日
本
の
役
人
の
宿
舎
で

し
た
が
︑
現
在
は
毎
週
火
曜
か
ら
日

曜
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

ゲ
ス
ト
向
け
に
開
放
し
て
い
ま
す
︒

7
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登
波
咖
啡

レ
ト
ロ
で
お
し
ゃ
れ
な
内
装
と
︑

完
璧
な
コ
ー
ヒ
ー
を
目
指
す
情
熱
で

知
ら
れ
て
い
る
の
が
登
波
咖
啡
で
す
︒

M
RT

双
連
駅
の
す
ぐ
南
︑
心
中
山
線
形

公
園
の
隣
に
位
置
す
る
︑
台
北
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
カ
フ
ェ
の
一
つ
で
す
︒

シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
を
片
手
に
︑
中
山

の
美
味
し
く
お
し
ゃ
れ
な
ス
タ
イ
ル

の
コ
ー
ヒ
ー
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う
︒

8. 登波咖啡はレトロとモダンを融合させたスタイルのお店です。（写真
・Mike Sung）│ 9. 映画館となっている光點台北は、かつてアメリカ大
使館の官邸だった 2 階建ての白い洋館の中にあります。（写真・台北市
観光伝播局）│ 10. 東橋商店では、できたてのじゃがいもパンを提供し、
多くのお客さんを惹きつけています。（写真・Jeremy Kuahn）

8

9

10

光
點
台
北

光
點
台
北
は
︑
か
つ
て
ア
メ
リ
カ

大
使
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
非

常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
場
所
で
す
︒
現
在

は
エ
レ
ガ
ン
ト
な
雰
囲
気
が
あ
る
親

し
み
や
す
い
映
画
館
と
な
っ
て
お
り
︑

ア
ジ
ア
の
名
作
が
放
映
さ
れ
て
い
ま

す
︒
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
チ
ケ
ッ

ト
情
報
に
つ
い
て
は
公
式
サ
イ
ト
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

東
橋
商
店

こ
の
ベ
ー
カ
リ
ー
は
台
湾
な
ら
で

は
の
ス
タ
イ
ル
と
フ
レ
ー
バ
ー
が
特

徴
で
︑
地
元
で
も
非
常
に
人
気
が
あ
り

ま
す
︒
中
で
も
オ
ス
ス
メ
は
本
物
と

見
間
違
え
そ
う
な
見
た
目
の
サ
ツ
マ

イ
モ
を
模
し
た
パ
ン
︒
中
に
は
本
物

の
サ
ツ
マ
イ
モ
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま

っ
て
い
て
︑
イ
ン
ス
タ
上
で
も
人
気

が
あ
り
ま
す
︒
ぜ
ひ
他
の
種
類
の
パ

ン
と
合
わ
せ
て
試
し
て
み
て
下
さ
い
︒
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�
�
当
代
�
�
�

M
R
T
中
山
駅
か
ら
南
へ
歩
い
て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
台
北
当
代
芸

術
館
は
︑
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
の
展
示
だ
け
で
な
く
︑
巧
み
で
示

唆
に
富
ん
だ
挑
発
的
な
展
示
も
行
っ

て
い
ま
す
︒
こ
の
建
物
と
周
辺
の
景

色
は
大
き
く
異
な
り
︑
赤
レ
ン
ガ
や

ア
ー
チ
構
造
︑
翼
棟
︵
ウ
イ
ン
グ
︶

な
ど
日
本
時
代
に
立
て
ら
れ
た
小
学

校
で
あ
る
こ
と
を
示
す
特
徴
が
際
立

っ
て
い
ま
す
︒
一
歩
︑
建
物
の
中
に

足
を
踏
み
入
れ
る
と
優
秀
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒
開
館
時
間
は
火
曜
か

ら
日
曜
の
午
前
10
時
～
午
後
6
時
で
︑

入
場
料
と
し
て
1
0
0
台
湾
ド
ル
が

か
か
り
ま
す
︒

11. 台北当代芸術館では様々な現代アート作品が展示されています。（写真・Mike Sung）│ 12. 赤峰街は文芸青年たちが集まる楽園です。（写
真・Mike Sung）

11

12

�
�
街

赤
峰
街
に
あ
る
お
店
は
訪
れ
た
人
を

魅
了
し
ま
す
︒
中
山
駅
か
ら
徒
歩
1
分

の
距
離
に
あ
る
こ
の
小
さ
な
通
り
に
は

地
元
の
人
だ
け
で
な
く
︑
韓
国
や
日
本

な
ど
各
国
の
観
光
客
も
訪
れ
ま
す
︒

赤
峰
街
は
か
つ
て
﹁
く
ず
鉄
の
街
﹂

と
呼
ば
れ
︑
主
に
車
の
部
品
や
金
物

な
ど
を
売
っ
て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
廃
棄
や
自
動
車

修
理
の
お
店
は
︑
レ
ト
ロ
な
写
真
館

や
古
着
屋
︑
独
立
書
店
や
カ
フ
ェ
へ

と
姿
を
替
え
ま
し
た
︒
古
い
建
物
は

芸
術
性
を
添
え
て
改
装
さ
れ
︑
赤
峰

街
に
レ
ト
ロ
と
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
を

与
え
て
い
ま
す
︒
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー

や
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
︑
美
味
し

い
デ
ザ
ー
ト
と
一
日
を
通
し
て
過
ご

す
の
に
最
適
な
場
所
で
す
︒
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夜
の
中
山

日
が
落
ち
た
後
の
中
山
は
昼
間
と

は
ま
た
違
い
︑
街
の
雰
囲
気
は
シ
ッ

ク
で
心
地
よ
い
も
の
へ
と
変
わ
り
︑

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
の
香
り
が
漂
っ
て

き
ま
す
︒
台
北
屈
指
の
ナ
イ
ト
ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
中
山
で
︑
活
気
と
多
様

な
文
化
が
織
り
な
す
魅
力
的
な
体
験

を
し
ま
し
ょ
う
︒

打
�
�
49
�
�

台
北
に
は
日
本
式
の
居
酒
屋
が
数
多

く
あ
り
ま
す
が
︑
打
鉄
町
49
番
地
は
お

し
ゃ
れ
で
あ
り
な
が
ら
ク
ー
ル
で
気
取

ら
な
い
雰
囲
気
の
お
店
で
す
︒
料
理
も

美
味
し
く
︑
特
に
大
体
的
に
宣
伝
し
て

い
る
焼
き
鳥
は
絶
品
︒
オ
ス
ス
メ
の
お

酒
は
日
本
酒
で
す
が
︑
キ
ン
キ
ン
に
冷

え
た
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
も
常
備
さ
れ
て
い

ま
す
︒

23
喜
�
倶
�
�

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
︑
台

北
の
国
際
的
な
コ
メ
デ
ィ
シ
ー
ン
は

大
き
な
成
長
を
見
せ
て
お
り
︑
そ
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
林
森
北
路

に
あ
る
23
喜
劇
倶
楽
部
で
す
︒
目
立

た
な
い
扉
を
開
け
て
地
下
へ
下
り
る

と
︑
ス
テ
ー
ジ
上
の
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が
英
語
と
�
語
で
観

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
︒
居
心
地

の
良
い
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
軽
食

や
カ
ク
テ
ル
︑
23
号
啤
酒
の
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
が
楽
し
め
ま
す
︒
英
語
の

ス
タ
ン
ダ
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
シ
ョ
ー
︵
オ

ー
プ
ン
マ
イ
ク
︶
は
毎
週
月
曜
日
と
水

曜
日
の
午
�
9
�
30
�
か
ら
で
︑
金
曜

日
に
は
頻
繁
に
有
料
の
シ
ョ
ー
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
︒
詳
細
はFacebook

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

13. 打鉄町 49 番地は日本の風情が感じられる
居酒屋です。（写真・Jeremy Kuahn）│ 14. 
23 喜劇倶楽部は台湾初のバイリンガルなコ
メディークラブで、台湾におけるスタンダッ
プコメディーのパイオニアです。（写真・23
喜劇倶楽部）

13

14
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吉
星
�
式
�
�

24
時
間
営
業
し
て
い
る
こ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
味
わ
い
深
く
︑
い
つ
ま
で
も
変

わ
ら
な
い
憩
い
の
場
で
す
︒
林
森
公
園

の
す
ぐ
南
に
あ
る
店
舗
に
着
い
た
ら
︑

2
階
に
上
が
っ
て
席
に
座
り
ま
す
︒
人

気
ス
ポ
ッ
ト
な
の
で
︑
ス
ー
ツ
を
着
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
騒
ぐ
の
が
好
き
な
人

た
ち
︑
酔
っ
払
っ
た
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
︑

疲
れ
た
タ
ク
シ
ー
運
転
手
︑
好
奇
心
旺

盛
な
旅
行
客
な
ど
様
々
な
人
た
ち
が
集

ま
り
ま
す
︒
中
山
の
文
化
や
雰
囲
気
︑

楽
し
い
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
を
堪
能
し
た
あ

と
は
温
か
い
お
茶
と
熱
々
の
エ
ビ
で
一

息
つ
き
ま
し
ょ
う
︒

�
V
L
T

台
V
L
T
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

RVLT

の
台
北
支
店
と
し
て
大
人
気
の
ワ

イ
ン
バ
ー
で
す
︒
中
山
の
中
心
地
か
ら

そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
く
︑U

ber

を
使

っ
て
で
も
行
く
価
値
が
あ
り
ま
す
︒
台

V
L
T
で
は
創
造
性
に
富
ん
だ
料
理

に
︑
世
界
中
か
ら
厳
選
し
た
1
5
0

種
類
以
上
の
ワ
イ
ン
を
ペ
ア
リ
ン
グ
す

る
こ
と
で
楽
し
い
飲
食
体
験
を
提
供
し

て
い
ま
す
︒
グ
ラ
ス
一
杯
だ
け
で
な

く
︑
ボ
ト
ル
で
味
わ
う
こ
と
を
推
奨
し

て
い
る
の
で
︑
友
人
と
一
緒
に
ワ
イ
ン

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
ナ
イ
ト

ラ
イ
フ
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
こ

の
お
店
は
︑
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
観

光
客
を
多
く
利
用
し
ま
す
︒
国
際
的
な

場
所
な
の
で
突
然
歌
い
出
す
人
が
い
て

も
驚
か
な
い
で
下
さ
い
︒

中
山
は
こ
の
他
に
も
魅
力
的
な
ス
ポ

ッ
ト
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
︒
そ
こ
が

こ
の
街
の
最
も
ク
ー
ル
な
と
こ
ろ
で

す
︒
日
常
的
な
街
並
み
か
ら
何
気
な
い

場
所
で
味
わ
え
る
驚
き
︑
旅
先
で
出
会

う
人
た
ち
︑
こ
の
街
の
空
気
︑
芸
術
や

音
楽
︑
す
べ
て
が
貴
重
な
体
験
で
す
︒

中
山
は
台
北
市
全
体
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
︑
伝
統
を
守
り
な
が
ら
未
来
に
向

け
て
変
化
を
続
け
て
い
る
の
で
︑
今
の

中
山
を
楽
し
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
︒

15. 吉星港式飲茶は年中無休で様々な業界の人
を迎えてくれます。（写真・Fi� Lee）│ 16-17. 
台 VLT では贅沢なエキゾチック料理で新感覚の
体験を提供しています。（写真・台 VLT）

1516

17

過度の飲酒は健康に害を及ぼします。
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陽明公園の���の�りでは、マーガレットデイジーが��に�いています。（��・Mike Sung）
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1

新
鮮
な
気
持
ち
を
も
た
ら
す
春
は

台
北
に
活
力
を
与
え
︑
街
を
目
覚
め

さ
せ
ま
す
︒
新
た
な
命
を
芽
吹
か
せ

る
こ
の
季
節
は
︑
人
々
の
精
神
も
躍

動
し
︑
自
己
を
表
現
す
る
最
高
の
機

会
と
な
り
ま
す
︒
こ
の
再
生
と
復
活

の
精
神
の
中
で
︑
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
ル
ー
ツ
と
す
る
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
は
︑
台
北
に
お
け
る
パ
ワ
フ

ル
で
普
遍
的
な
文
化
へ
と
成
長
を
遂

げ
ま
し
た
︒

 

こ
こ
で
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
文
化
に
つ
い
て
紹
介

を
し
て
い
き
ま
す
︒
春
は
物
事
の
始
ま

り
と
成
長
を
表
し
ま
す
︒
台
北
の
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
も
同
様
に
︑
最
初
は

一
部
の
人
た
ち
が
始
め
た
も
の
で
し
た

が
︑
多
く
の
人
た
ち
か
ら
愛
さ
れ
る
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
︒
中
で
も

2
0
1
8
年
は
大
き
な
契
機
で
あ
り
︑

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
メ
ジ
ャ
ー
な
ス

タ
イ
ル
の
一
つ
で
あ
る
﹁
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
﹂
が
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
と
認
め
ら
れ
︑
2
0
2
4
年

の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
採
用
さ
れ

ま
し
た
︒
選
手
た
ち
が
パ
リ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
現

在
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
は
も
は
や
単

な
る
芸
術
で
は
な
く
︑
広
く
認
知
さ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
た
の
で
す
︒

活
気
あ
ふ
れ
る
台
北
の
街
角
で
は
︑

桜
が
満
開
に
な
る
よ
う
に
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
文
化
も
成
長
を
見
せ
て
お

り
︑
情
熱
的
な
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
こ

の
都
市
を
自
ら
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に

変
え
て
い
ま
す
︒
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
は
た
だ
の
動
作
に
留
ま
ら
ず
︑
台

北
で
話
さ
れ
て
い
る
言
語
の
一
つ
で

あ
り
︑
路
上
や
広
場
に
響
き
渡
る
リ

ズ
ム
で
も
あ
る
の
で
す
︒

1. 街中のダンサーたちが集まり、ステ
ップやフォーメーションを完璧なもの
に仕上げていきます。（写真・Brown 
Chen）│ 2. 台北ではダンサー同士がバ
トルをするイベントと、純粋にパフォ
ーマンスを楽しむイベントが増えてき
ています。（写真・Mike Wang）

都
市
の
リ
ズ
ム
：
台
北      

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
発
展

� 
Ellie C

hueh

�
� 

下
山
敬
之 

�
� 

B
row

n C
hen

�M
ike W

ang

�
台
北
捷
運
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ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
ス

テ
ー
ジ
へ

台
北
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
は
日
々
魅

力
的
な
発
展
を
見
せ
て
い
ま
す
︒
ア
ン

ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ひ
っ
そ
り
と
始
ま

っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
が
︑
今
で
は

街
中
に
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
︒
マ
イ
ナ

ー
な
文
化
で
は
な
く
︑
大
勢
が
注
目
し

称
賛
を
送
る
対
象
と
な
っ
た
の
で
す
︒

台
北
の
文
化
を
形
成
し
て
き
た
ビ
ー

ト
や
リ
ズ
ム
︑
ス
ト
ー
リ
ー
に
目
を
向

け
る
と
︑
ダ
ン
ス
自
体
の
成
長
だ
け
で

な
く
︑
台
北
と
い
う
街
全
体
が
変
化
し

て
い
る
事
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
︒
台
北

の
街
頭
は
芸
術
を
表
現
す
る
た
め
の
舞

台
で
あ
り
︑
そ
の
一
挙
手
一
投
足
が
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
り
︑
一
人
ひ
と
り
の
ダ

ン
サ
ー
が
街
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
︒

こ
こ
で
は
︑
そ
ん
な
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
い
き
ま
す
︒
そ

の
発
祥
は
1
9
7
0
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
︒

 

﹁
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
﹂
は
︑
ア
フ

リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
︑
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
︑
ラ
テ
ン
系
︑
ジ
ャ
マ
イ
カ
系
︑
カ

リ
ブ
系
の
若
者
た
ち
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
表
現
方
法
と
し
て
路
上
で
形
成
さ

れ
ま
し
た
︒
そ
れ
は
生
活
に
対
す
る
大

胆
さ
や
恐
れ
る
も
の
は
な
い
と
い
う
態

度
を
表
現
す
る
も
の
で
し
た
︒
そ
こ
か

ら
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
︑
大
き
く
﹁
オ

ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
﹂
と
﹁
ニ
ュ
ー
ス
ク

ー
ル
﹂
と
い
う
2
つ
の
時
期
に
︑
異
な

る
独
自
の
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
︒

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
と
テ
ク
ニ
ッ
ク 

オ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
期
の
ス
ト
リ

ー
ト
ダ
ン
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

あ
り
︑
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
に
忠
実
で

す
︒
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
︑
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
ユ
ニ
ー
ク
な
動
作
な
ど
自
身

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
す
る
た
め
に

﹁
バ
ト
ル
﹂
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
競
い
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
表

現
を
し
て
い
ま
し
た
︒

ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
期
に
な
る
と
よ
り

個
性
的
で
モ
ダ
ン
な
も
の
へ
と
変
化
し
︑

マ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ツ
や
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
︑

そ
の
他
の
ス
タ
イ
ル
の
動
き
を
取
り
入

れ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
自
由
な
表
現
こ
そ
が
最

良
と
さ
れ
た
の
で
す
︒

オ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
期
と
ニ
ュ
ー
ス

ク
ー
ル
期
の
間
に
は
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
に
美
し
さ
を
添
え
る
数
多
く
の
ス

タ
イ
ル
が
生
ま
れ
ま
し
た
︒
パ
ワ
ー
ム
ー

ブ
と
呼
ば
れ
る
ス
ピ
ン
技
や
動
き
を
止
め

る
フ
リ
ー
ズ
と
い
っ
た
動
作
が
特
徴
の
ブ

レ
イ
ク
ダ
ン
ス
︵
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
︶
も
そ

の
一
つ
で
す
︒
他
に
も
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ス

テ
ッ
プ
と
ク
ー
ル
な
ソ
ロ
が
特
徴
のHIP-

HOP

︑
シ
ャ
ー
プ
で
角
度
が
は
っ
き
り
と

し
た
動
き
で
複
雑
さ
を
加
え
た
ロ
ッ
キ
ン

グ
や
ポ
ッ
ピ
ン
グ
︑
ま
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
に
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
を
も
た
ら
す
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
︒ 

2
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台
北
の
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
の
流
行

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
成
長
は
地
理

的
な
限
界
を
超
え
て
︑
世
界
的
な
現
象

と
な
り
ま
し
た
︒
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ

の
主
要
な
都
市
の
街
頭
で
始
ま
っ
た
も

の
が
︑
今
で
は
国
際
的
な
言
語
と
し
て

世
界
中
の
ダ
ン
サ
ー
が
使
用
し
て
い
ま

す
︒
様
々
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ジ
ャ

ン
ル
が
︑
豊
か
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
相
互
に
作
用
し
︑
そ
れ

が
各
地
域
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
に
独

自
の
魅
力
を
添
え
て
い
る
の
で
す
︒

台
北
で
も
こ
の
現
象
が
根
付
い
て
い

ま
す
︒
1
9
8
0
年
代
に
始
ま
っ
た
台

北
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
文
化
は
︑
当

時
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の

影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
ま
す
︒
か
つ

て
は
ニ
ッ
チ
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
み

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
︑
台
北
の
若
者

た
ち
が
新
し
い
芸
術
の
形
を
探
求
し
て

い
き
︑
メ
ジ
ャ
ー
な
文
化
へ
と
移
行
し

て
い
き
ま
し
た
︒
特
に
高
校
で
多
く
の

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
専
門
の
サ
ー
ク
ル

が
生
ま
れ
︑
先
輩
が
後
輩
に
基
本
的
な

動
作
を
教
え
︑
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
機
会

を
与
え
た
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発

展
へ
と
繋
が
っ
た
の
で
す
︒

3. 台北ではストリートダンスの人気が高まり、仕事
や学校終わりにレッスンに通う人が増えています。
（写真・Brown Chen）

3

4
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転
機
と
な
っ
た
の
は
2
0
0
7
年

に
台
北
で
開
催
さ
れ
た
﹃Red Bull BC 

O
ne

﹄
と
い
う
大
会
︒
こ
れ
は
単
な
る

競
技
に
留
ま
ら
ず
︑
台
湾
全
土
か
ら

B-boy

︑B-Girl

が
集
ま
り
︑
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
精
神
と
台

北
独
自
の
雰
囲
気
が
融
合
し
ま
し
た
︒

さ
ら
に
最
近
の
出
来
事
で
言
え
ば
︑

台
北
市
立
大
学
に
運
働
芸
術
学
系
︵
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
学
科
︶
が
設

立
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒

2
0
0
7
年
に
認
可
さ
れ
た
こ
の
学

科
は
︑
当
初
は
﹁
働
態
芸
術
学
系
﹂

と
い
う
名
称
で
し
た
が
︑
そ
の
不
断

の
成
長
を
受
け
て
2
0
1
3
年
に
現

在
の
名
称
へ
と
改
名
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
は
台
北
市
が
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

は
な
く
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
含

め
た
舞
台
芸
術
も
支
援
し
︑
加
え
て

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
文
化
的
な
重

要
性
や
台
北
ア
ー
ト
シ
ー
ン
へ
の
貢

献
度
合
い
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
︒
そ
れ
に
よ
り
︑
か

つ
て
は
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
っ
た

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
が
︑
現
在
で
は

幅
広
く
普
及
し
て
い
る
の
で
す
︒

台
北
が
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
受

け
入
れ
る
に
従
い
︑
地
元
の
イ
ベ
ン

ト
や
大
会
に
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
︒
こ
う
し
た
変
化
は
老
若
男
女
を

問
わ
ず
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

体
力
向
上
や
協
調
性
が
磨
か
れ
る
と

い
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
学
ぶ

メ
リ
ッ
ト
が
広
く
知
ら
れ
る
に
つ
れ
︑

子
供
に
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
学
ば

せ
よ
う
と
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
さ
せ
る

親
も
い
る
ほ
ど
で
す
︒
ダ
ン
ス
ス
ク

ー
ル
で
は
︑
子
ど
も
た
ち
に
ス
テ
ッ

プ
だ
け
で
な
く
︑
自
信
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
︑
芸
術
鑑
賞
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
重
要
な
価
値
観
も

教
え
て
い
ま
す
︒
こ
う
し
た
変
化
に

よ
り
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
は
単
な

る
娯
楽
で
は
な
く
︑
誰
も
が
楽
し
め

る
魅
力
的
な
芸
術
へ
と
変
貌
を
遂
げ

ま
し
た
︒
現
在
︑
台
北
の
街
頭
は
子

供
も
大
人
も
自
身
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

4-5. 国家両庁院など公共のスペースには学生のダンサーが多く、ユニークな振り付けを練習しています。（写真・Brown Chen）

5
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6

ダ
ン
ス
の
現
代
的
な
リ
ズ
ム
が
加
わ
り
︑

新
旧
︑
東
西
と
い
う
要
素
の
ユ
ニ
ー
ク

な
融
合
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
︒

こ
れ
ら
の
場
所
は
広
々
と
し
た
ス
ペ

ー
ス
を
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
サ
ー
に
提
供

し
︑
彼
ら
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

表
現
す
る
手
助
け
を
し
て
い
る
ほ
か
︑

ダ
ン
サ
ー
同
士
の
つ
な
が
り
を
生
み
︑

ア
イ
デ
ア
の
交
換
や
友
情
を
育
む
場
︑

さ
ら
に
は
台
北
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
発
展
さ
せ
る
場
と
し

て
も
機
能
し
て
い
ま
す
︒

Ｍ
Ｒ
Ｔ
駅—

         

若
い
才
能
の
発
祥
地

台
北
の
交
通
を
担
う
M
R
T
で
す

が
︑
西
門
駅
や
双
連
駅
な
ど
は
ス
ト
リ

ー
ト
ダ
ン
ス
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
こ
れ
ら
の
駅
は
ア
ク
セ
ス
が
良
い

こ
と
か
ら
︑
学
生
た
ち
が
集
ま
る
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

披
露
す
る
舞
台
と
な
っ
て
お
り
︑
台

北
に
活
気
を
添
え
て
い
ま
す
︒

簡
単
に
言
え
ば
︑
台
北
の
ス
ト
リ
ー

ト
ダ
ン
ス
は
長
い
道
の
り
を
歩
ん
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
︒
そ
の
中
で
単
な

る
芸
術
表
現
の
一
つ
で
は
な
く
︑
今
で

は
台
北
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成

し
︑
多
様
な
文
化
を
集
約
し
た
存
在
と

な
り
ま
し
た
︒

都
市
を
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
に

街
の
至
る
と
こ
ろ
で
ダ
ン
ス
を
練
習

し
︑
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
す
る
ス

ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
本
来
の
精
神
は
︑
活

気
あ
ふ
れ
る
台
北
の
街
に
色
濃
く
残
っ

て
い
ま
す
︒
中
で
も
花
博
公
園
︑
国
家

両
庁
院
︑
台
北
表
演
芸
術
中
心
な
ど
は

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
︑
多
く
の

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
サ
ー
が
集
ま
り
ま
す
︒

国
父
紀
念
館
も
歴
史
的
な
意
義
の
あ
る

場
所
で
す
が
︑
現
在
で
は
ス
ト
リ
ー
ト
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ま
た
︑
中
山
駅
や
前
述
し
た
双
連
駅

な
ど
一
部
の
駅
で
は
︑
特
別
に
設
計
さ

れ
た
鏡
張
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ダ
ン

ス
の
練
習
が
可
能
で
す
︒
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
の
リ
ズ
ム
と
街
の
音
が
混
ざ
り

合
う
M
R
T
の
駅
は
︑
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
多
く
の
ダ
ン
サ
ー
が
集
ま

る
憩
い
の
場
な
の
で
す
︒

M
R
T
の
駅
は
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン

ス
の
中
心
地
と
し
て
普
及
す
る
中
で
︑

今
で
は
有
名
と
な
っ
た
﹁
M
R
T
カ

ッ
プ
・
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
大
会
﹂
も

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
こ

の
大
会
は
台
北
捷
運
︵M

etro Taipei

︶
が

2
0
0
5
年
か
ら
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
︑

毎
年
8
月
中
旬
か
ら
9
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
す
︒
台
北
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
サ
ー
に
は
見
逃
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
︑
台
北
の
多
様
な
文
化
に
新
た
な

息
吹
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
︒
こ
う

し
た
大
会
は
楽
し
さ
を
感
染
さ
せ
る
力

が
あ
り
︑
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
情
熱

と
興
味
が
ど
の
よ
う
に
台
北
の
街
角
に

広
が
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
︒

7

台
北
の
中
心
部
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
た
音
楽
が
あ
ふ
れ
︑
街
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
豊
か
な
文
化
遺
産
が
混
じ
り

合
う
独
特
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
︑
多

様
性
と
包
容
力
の
あ
る
ス
ト
リ
ー
ト
で

は
︑
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
奏
で
る
ス
テ
ッ

プ
が
魅
力
的
な
リ
ズ
ム
で
街
に
彩
り
を

添
え
て
い
ま
す
︒
こ
の
よ
う
に
し
て
台

北
は
独
自
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
︑
そ
の
精

神
を
称
賛
し
て
い
ま
す
︒

6. 広々とした台北花博公園はダンサーたちの
練習に十分なスペースがあります。（写真・
Brown Chen）│ 7. MRT カップ・ストリート
ダンス大会ではダンサーたちが卓越したパフ
ォーマンスを見せます。（写真・台北捷運）
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1

豪
邸
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
︒
そ

の
家
は
昔
の
よ
う
な
鮮
や
か
な
ピ
ン

ク
や
緑
︑
黄
色
な
ど
で
塗
装
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
︑
あ
る

い
は
今
日
の
台
湾
の
富
裕
層
が
建
て

る
中
間
色
を
中
心
と
し
た
モ
ダ
ン
な

デ
ザ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
そ
し

て
︑
そ
の
家
の
中
に
は
高
級
車
や
ブ

ラ
ン
ド
物
の
バ
ッ
ク
や
靴
︑
そ
し
て

必
要
な
額
の
お
金
が
あ
る
は
ず
で
す
︒

 

台
湾
で
は
葬
儀
や
告
別
式
︑
法
事
な

ど
の
際
に
︑
驚
く
ほ
ど
リ
ア
ル
に
再
現

さ
れ
た
家
や
車
な
ど
の
副
葬
品
を
目
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
張
り
子
と
呼

ば
れ
る
こ
れ
ら
副
葬
品
は
紙
や
竹
で
作

ら
れ
て
お
り
︑
最
後
に
は
す
べ
て
燃
や

さ
れ
て
灰
に
な
り
ま
す
︒
副
葬
品
は
生

者
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
︑
死
者
が

冥
界
で
使
う
た
め
に
供
え
ら
れ
ま
す
︒

4
月
初
旬
に
な
る
と
台
湾
の
人
た
ち

は
墓
参
り
を
し
ま
す
が
︑
そ
の
際
に
精

巧
に
作
ら
れ
た
冥
銭
︵
め
い
せ
ん
︶
と

呼
ば
れ
る
お
金
を
模
し
た
紙
や
︑
紙
で

作
ら
れ
た
副
葬
品
が
特
別
な
意
味
を
持

ち
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
紙
製
品
は
亡
く
な

っ
た
方
の
供
養
と
し
て
燃
や
さ
れ
る
の

が
一
般
的
で
す
︒
張
り
子
芸
術
に
は
数

千
年
の
歴
史
が
あ
り
︑
世
界
中
の
華
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
見
ら
れ
る
光
景
で
す

が
︑
台
湾
の
張
り
子
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

そ
の
独
創
的
な
作
品
や
短
編
映
画
の
制

作
に
よ
っ
て
新
境
地
を
開
拓
し
て
い
ま

す
︒
張
り
子
芸
術
は
国
際
的
に
も
注
目

を
集
め
て
お
り
︑
フ
ラ
ン
ス
で
は
ケ
・

ブ
ラ
ン
リ
美
術
館
な
ど
で
何
度
も
特
別

展
が
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
︒

張
り
子
芸
術
を
理
解
す
る
上
で
︑
そ

の
歴
史
や
文
化
的
な
意
味
合
い
だ
け
で

な
く
︑
現
代
の
観
客
が
楽
し
め
る
よ
う

ど
の
よ
う
に
現
代
ア
ー
ト
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
か
を
知
る
こ
と
も
重
要
で
す
︒ 

古
代
の
供
養
文
化
：      

張
り
子
芸
術
の
物
語

� 
Jenna Lynn C

ody

�
� 

下
山
敬
之 

�
� 

新
興
糊
紙
文
化
�
張
徐
展
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生
と
死
を
超
越
し
た

張
り
子
芸
術

張
り
子
芸
術
は
︑
�
語
で
﹁
紙
紮

︵
ズ
ー
ザ
ー
︶
﹂
と
呼
ば
れ
︑
古
代
中

国
で
生
ま
れ
ま
し
た
︒
記
録
に
よ
れ
ば

3
世
紀
の
三
国
時
代
︑
あ
る
い
は
数
世

紀
あ
と
の
唐
代
に
登
場
し
た
と
さ
れ
る

説
が
あ
り
ま
す
︒
こ
の
芸
術
は
古
代
に

故
人
を
供
養
す
る
際
の
習
慣
に
由
来
し

て
い
ま
す
︒
古
代
中
国
の
富
裕
層
は
︑

世
界
中
の
多
く
の
文
化
と
同
じ
よ
う

に
︑
多
く
の
富
を
超
自
然
︵
自
然
界
の

法
則
を
越
え
た
領
域
︶
へ
と
持
ち
込
も

う
と
し
ま
し
た
︒
富
の
中
に
は
生
き
て

い
る
人
間
や
動
物
が
含
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
︑
特
に
馬
の
殉
葬
が
多
く
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
道
教
や
民
間
信

仰
の
神
々
な
ど
に
向
け
て
供
物
が
捧
げ

ら
れ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
︒

や
が
て
生
き
た
供
物
を
殉
葬
す
る

文
化
は
︑
人
な
ど
を
模
し
た
も
の
を
副

葬
品
と
し
て
埋
葬
す
る
形
へ
と
変
化

し
て
い
き
ま
す
︒
そ
の
最
た
る
例
が
︑

紀
元
前
3
世
紀
に
秦
の
始
皇
帝
に
よ

っ
て
作
ら
れ
︑
後
に
中
国
の
西
安
で

発
見
さ
れ
た
兵
馬
俑
の
粘
土
で
作
ら

れ
た
兵
士
や
馬
で
す
︒
そ
の
後
は
︑

細
い
竹
を
組
ん
で
作
っ
た
枠
に
紙
を

貼
り
付
け
た
色
鮮
や
か
な
張
り
子
が

登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒
こ
れ

は
も
と
も
と
民
間
の
風
習
だ
っ
た
も

の
が
︑
後
に
皇
帝
や
貴
族
の
間
に
も

広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒

張
り
子
の
起
源
は
7
世
紀
︑
唐
の
太

宗
の
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
︒
名
君
と

し
て
知
ら
れ
る
太
宗
の
統
治
は
︑
突
厥

に
対
す
る
軍
事
作
戦
が
特
徴
的
で
︑
中

国
を
強
く
し
た
一
方
で
多
く
の
死
と
破

壊
を
も
た
ら
し
ま
し
た
︒

 

伝
承
に
よ
れ
ば
︑
太
宗
の
魂
は
あ

る
神
の
い
た
ず
ら
に
よ
っ
て
一
時
的

に
冥
界
へ
と
送
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
︒

そ
こ
で
太
宗
は
自
身
の
命
令
で
戦
い
︑

死
ん
で
い
っ
た
多
く
の
死
者
の
魂
に

遭
遇
し
︑
死
者
た
ち
か
ら
施
し
を
求

3 2

1. 台�の��的な���である「��（ジャーザ）」が、フランスのパリで 2 �目の��が行われ、�界中の�々にその�を見ることができました。
（��・������）│ 2-3. 伝統的な張り子細工は異様な見た目をしていますが、これらは死者の冥福を祈るために使われます。（��・���）
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め
ら
れ
ま
し
た
︒
中
国
の
神
話
で
は
︑

死
者
も
生
者
と
同
じ
よ
う
に
食
事
を

必
要
と
し
ま
す
が
︑
戦
争
で
命
を
落

と
し
た
亡
霊
た
ち
に
は
食
べ
物
も
家

も
財
産
も
な
か
っ
た
の
で
す
︒

現
世
に
戻
っ
た
太
宗
は
︑
家
臣
に
死

者
の
張
り
子
を
作
ら
せ
︑
お
経
を
唱
え

る
こ
と
で
彼
ら
が
次
の
世
界
へ
渡
り
︑

安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
︒
別
の
伝
承
で
は
︑
太

宗
が
死
者
の
幸
せ
を
願
っ
て
紙
で
供
物

を
作
り
︑
そ
れ
を
燃
や
し
て
冥
界
へ
送

っ
た
と
言
い
ま
す
︒

中
国
で
張
り
子
を
使
っ
た
供
養
が
盛

ん
に
な
っ
た
の
は
︑
太
宗
の
治
世
か
ら
だ

い
ぶ
後
に
な
り
︑
製
紙
技
術
も
大
き
く
進

歩
し
た
宋
代
︵
9
6
0
年
～
1
2
7
9

年
︶
以
降
で
す
︒
福
建
省
南
部
か
ら
の
移

住
者
が
台
湾
に
張
り
子
に
よ
る
供
養
の
文

化
を
持
ち
込
ん
だ
頃
に
は
︑
紙
製
品
は
技

術
を
伝
承
す
る
芸
術
の
領
域
に
入
っ
て
い

ま
し
た
︒
現
在
は
大
量
生
産
さ
れ
た
紙
の

副
葬
品
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
溢
れ
て

い
ま
す
が
︑
中
に
は
職
人
に
よ
る
伝
統
的

な
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
︑
故
人
が
望
ん
で

い
た
も
の
を
オ
ー
ダ
メ
イ
ド
で
注
文
す
る

人
も
い
ま
す
︒
そ
う
す
る
こ
と
で
︑
故
人

は
死
後
の
世
界
で
望
む
も
の
が
す
べ
て
手

に
入
り
ま
す
︒

実
際
に
か
な
り
具
体
的
な
発
注
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
︑
高
級
な
電
化
製
品

は
も
ち
ろ
ん
︑iPhone

︑
シ
ャ
ネ
ル
や
バ

ー
キ
ン
の
バ
ッ
グ
と
い
っ
た
希
望
を
出

す
人
も
い
れ
ば
︑
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
や

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
な
ど
の
高
級

車
を
求
め
る
人
も
い
ま
す
︒

台
北
で
活
気
を
見
せ

る
古
代
の
芸
術 

張
氏
一
家
は
張
り
子
芸
術
の
一
族
で

す
︒
彼
ら
は
19
世
紀
後
半
︑
先
祖
の
張

�
乞
が
台
北
の
大
稲
埕
に
張
り
子
細
工

の
お
店
﹁
茂
興
齋
﹂
を
創
業
し
た
と
き

か
ら
︑
そ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
︒
そ
の
後
︑
お
店
は
近
所
の
大
龍
�

4. 張氏はひたすら努力をすることで、完璧な作品に仕上がると信じています。（��・���）│ 5. 張氏は伝統芸術と現代技術を組み合わせるこ
とで、代々受け継がれてきた張り子の芸術に新たな生命を吹き込もうと考えています。（��・���）

4
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に
移
転
し
︑
創
業
者
自
身
も
他
界
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
︑
張
氏
一
族
は1

世

紀
以
上
に
渡
っ
て
張
り
子
の
販
売
を
し

て
き
ま
し
た
︒
彼
ら
は
手
作
業
で
丁
寧

に
作
ら
れ
た
伝
統
的
な
作
品
と
芸
術
に

対
す
る
前
衛
的
な
探
究
心
が
あ
る
こ
と

で
︑
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
こ
れ
こ
そ
が
伝
統
工
芸
の
尊
い
精

神
な
の
で
す
﹂
と
4
代
目
の
張
徐
展
氏

は
言
い
ま
す
︒
﹁
私
た
ち
は
手
作
業
に

こ
だ
わ
っ
て
張
り
子
細
工
を
作
っ
て
い

ま
す
︒
私
た
ち
は
故
人
の
た
め
に
作
っ

た
副
葬
品
が
燃
や
さ
れ
る
こ
と
で
︑
冥

界
で
使
用
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
︒

な
の
で
︑
故
人
に
敬
意
を
示
す
意
味
で

も
手
間
を
惜
し
ん
で
は
い
け
な
い
の
で

す
︒
た
だ
︑
故
人
が
お
供
え
物
を
受
け

取
っ
て
く
れ
る
の
か
︑
そ
こ
だ
け
が
一

番
気
に
な
っ
て
い
ま
す
﹂
︒

張
氏
は
︑
こ
の
古
代
の
芸
術
に
身
を

捧
げ
る
若
者
と
し
て
真
摯
に
︑
そ
し
て

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
心
構
え
で
仕
事
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
す
︒

伝
統
と
モ
ダ
ン     

の
融
合

張
氏
は
伝
統
的
な
張
り
子
細
工
だ
け

で
な
く
︑
国
際
的
な
ア
ー
ト
の
世
界
で

も
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
︒
彼
は

一
族
の
代
表
と
し
て
多
く
の
国
際
的
な

展
覧
会
に
参
加
し
て
お
り
︑
特
に
フ
ラ

ン
ス
で
は
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
芸
術
形
態

が
︑
そ
の
技
術
と
台
湾
文
化
の
関
係
性

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
︒

 

2
0
1
6
年
に
は
︑
パ
リ
装
飾
芸
術

美
術
館
が
毎
年
開
催
し
て
い
るD�Days

︵
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
デ
イ
ズ
︶
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
出
展
︒
﹃ Taiw

an Unfolding
︵
台

湾
新
芸
︶
﹄
と
題
さ
れ
た
こ
の
展
覧
会

で
は
︑
台
湾
の
伝
統
芸
術
に
ス
ポ
ッ
ト

が
当
て
ら
れ
ま
し
た
︒

ま
た
︑
2
0
1
9
年
に
は
パ
リ
の

ケ
・
ブ
ラ
ン
リ
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
﹃Palace Paradis

︵
パ
レ
ス
・
パ
ラ

ダ
イ
ス
︶
﹄
展
に
出
展
し
て
い
る
ほ

5

か
︑
今
年
は
日
本
や
マ
レ
ー
シ
ア
︑

そ
し
て
台
湾
の
東
北
海
岸
に
あ
る
金

瓜
石
で
開
催
さ
れ
る
芸
術
祭
で
の
展

示
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒

張
氏
は
一
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
︑
自
身
の
観
察
や
人
生
経
験
を
家
族

か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
芸
術
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
︒
﹁
伝
統
的
な
張
り
子
細

工
は
一
種
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
︒
な
ぜ
な

ら
︑
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
の

で
は
な
く
︑
お
客
さ
ん
が
望
む
も
の
を

作
る
か
ら
で
す
︒
し
か
し
︑
私
自
身
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
も
あ
る
の
で
︑
そ
の

創
作
は
私
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
︒
伝
統
の
張
り
子

細
工
は
他
人
の
た
め
に
創
作
す
る
の
に

対
し
︑
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
自
分
の
た
め

に
創
作
し
ま
す
︒
私
は
こ
の
相
反
す
る

コ
ン
セ
プ
ト
を
結
び
つ
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
﹂
と
彼
は
話
し
ま
す
︒

張
氏
は
張
り
子
細
工
を
取
り
入
れ
た

映
画
制
作
も
行
っ
て
お
り
︑
2
0
2
2

年
に
は
16
分
の
短
編
映
画
﹃
熱
帯
複
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す
︒
﹃
熱
帯
複
眼
﹄
も
ス
ト
ー
リ
ー
は

同
じ
で
す
が
︑
異
な
る
動
物
を
登
場
さ

せ
て
い
ま
す
﹂
︒

張
氏
は
自
身
の
ル
ー
ツ
の
中
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
出
し
て
い
ま

す
︒
彼
は
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
自
分

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
︑
家
族
の
た
め
で

も
あ
る
と
語
り
ま
す
︒
﹁
家
族
は
張
り
子

の
伝
統
芸
術
を
︑
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
の
技
術

を
通
し
て
再
び
見
ら
れ
る
こ
と
を
誇
ら
し

く
思
っ
て
い
ま
す
﹂
張
氏
は
続
け
ま
す
︒

﹁
年
配
の
人
た
ち
は
張
り
子
細
工
の
産
業

が
衰
退
し
た
時
に
︑
こ
の
伝
統
芸
術
の
将

来
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
︒
し
か

し
︑
現
代
の
技
術
の
助
け
を
借
り
る
こ
と

で
︑
こ
の
古
代
の
芸
術
が
再
び
注
目
を
集

め
︑
人
々
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
で
︑
自
分
た
ち
の
仕
事
に
意
味
は
あ

っ
た
の
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
﹂
︒

か
つ
て
は
死
者
に
し
か
関
連
が
な
か

っ
た
張
り
子
細
工
の
芸
術
が
︑
現
在
は

張
氏
の
作
品
を
通
し
て
生
者
か
ら
評
価

を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
︒

眼
﹄
が
第
59
回
金
馬
獎
で
最
優
秀
短
編

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
獲
得
し
て
い
ま

す
︒
こ
の
作
品
は
東
南
ア
ジ
ア
の
民
話

﹃
マ
メ
ジ
カ
と
ワ
ニ
﹄
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
で
︑
張
り
子
細
工
で
作
っ
た

動
物
を
コ
マ
撮
り
し
て
い
ま
す
︒
﹃
マ

メ
ジ
カ
と
ワ
ニ
﹄
の
民
話
に
は
様
々
な

ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
︑
最
も
有
名
な
も

の
は
川
を
渡
っ
て
果
物
を
食
べ
よ
う
と

し
た
マ
メ
ジ
カ
が
︑
ワ
ニ
を
騙
し
て
橋

を
作
ら
せ
る
と
い
う
話
で
す
︒

張
氏
の
作
品
で
は
︑
ハ
エ
の
複
眼
を

通
し
て
見
た
世
界
が
描
か
れ
︑
﹁
熱

帯
﹂
と
い
う
言
葉
が
よ
り
﹁
地
域
的
﹂

な
概
念
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
民
話
は
世
界
各
国
に
似
た
話
が
あ

り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
よ
っ
て
考
え

方
が
異
な
り
ま
す
︒
﹁
こ
の
民
話
を
読

む
と
複
眼
で
見
た
世
界
の
よ
う
に
広
い

視
野
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
﹂
と
張
氏
は
話
し
ま
す
︒
﹁
国
に
よ

っ
て
登
場
す
る
動
物
が
異
な
り
ま
す
︒

例
え
ば
日
本
で
は
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
︑
台

湾
で
は
ネ
ズ
ミ
と
水
牛
が
登
場
し
ま

6 6
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活
気
に
満
ち
た
台
北
に
い
る
と
張

氏
の
創
造
力
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
︒
彼
は
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
よ

う
に
︑
1
0
0
年
以
上
に
渡
り
受
け

継
が
れ
て
き
た
張
り
子
芸
術
の
伝
統

を
家
族
や
そ
の
他
の
張
り
子
細
工
に

魅
了
さ
れ
た
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
︑

そ
の
先
に
待
ち
受
け
る
試
練
も
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
︒

歴
史
か
ら
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る

張
り
子
細
工
の
芸
術
が
台
湾
文
化

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
︑

張
氏
も
ま
た
台
北
市
で
の
生
活
や
周

囲
の
環
境
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
彼
の

作
品
に
は
特
に
死
ん
だ
ネ
ズ
ミ
が
よ

く
登
場
し
ま
す
が
︑
こ
れ
に
は
芸
術

的
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
︒

 

﹁
路
上
で
轢
か
れ
て
死
ん
だ
ネ
ズ

ミ
を
見
る
と
︑
人
間
の
生
活
と
似
て

い
る
な
と
感
じ
ま
す
︒
ネ
ズ
ミ
は
職

場
で
働
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
同
じ
で

様
々
な
問
題
に
直
面
し
ま
す
が
︑
そ

れ
を
解
決
し
た
り
︑
現
実
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
ず
︑
問
題
が
起
こ
る
の

を
な
す
す
べ
も
な
く
見
守
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
﹂
と
張
氏
は
話
し
ま
す
︒

も
ち
ろ
ん
︑
す
べ
て
の
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
こ
の
よ
う
に
暗
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
る

場
と
し
て
︑
張
氏
は
圓
山
大
飯
店
の

秘
密
通
路
︵
密
道
︶
と
東
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
た
先
に
あ
る
﹁
覓
到
バ
ー
︵
覓

到
は
密
道
と
同
じ
発
音
︶
﹂
を
挙
げ

て
い
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
ト
ン
ネ
ル
は

緊
急
避
難
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す

が
︑
現
在
は
一
般
開
放
さ
れ
て
い
ま

す
︒
﹁
私
た
ち
は
建
物
を
見
た
時
︑

た
い
て
い
の
場
合
は
居
住
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
捉
え
ま
す
︒
し
か
し
︑
圓
山

大
飯
店
の
ト
ン
ネ
ル
は
私
た
ち
に
想

像
力
を
働
か
せ
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
︒
建
物
の
中
に
は

別
の
場
所
に
通
じ
る
道
が
あ
り
ま
す
︒

こ
の
ト
ン
ネ
ル
で
言
え
ば
︑
通
り
抜

け
た
先
に
台
北
の
興
味
深
い
歴
史
が

待
っ
て
い
ま
す
﹂
︒

6. 張氏は伝統的な民話から様々なインスピレーショ
ンを得て、それを新たな視点で解釈しています。（�
�・���）│ 7. 動物の生死に焦点を当てた張氏の
作品『Si So Mi』は、数多くの国際的な賞を受賞して
います。（��・���）7
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治
安
の
良
さ
は
地
元
住
民
︑
観
光
客

に
関
わ
ら
ず
︑
そ
の
都
市
の
生
活
品

質
を
示
す
重
要
な
指
標
で
す
︒
安
全

面
が
心
配
な
国
で
は
︑
そ
の
地
域
の

風
俗
や
文
化
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
︒

様
々
な
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
て

い
る
サ
イ
トRankingRoyals

が
発
表
し

た
﹁
2
0
2
3
年
世
界
で
最
も
安
全

な
�
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂
に
よ
れ
ば
︑
台

北
は
世
界
4
2
4
都
市
の
う
ち
第
4

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
︒
ま
た
︑
世
界
各

都
市
の
安
全
指
数
や
犯
罪
指
数
な
ど

を
評
価
す
るN

um
beo

の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
れ
ば
︑
台
北
は
4
1
6
都
市

の
う
ち
第
3
位
と
い
う
結
果
で
し
た
︒

改
善
に
向
け
た
取
り

組
み

台
北
市
政
府
は
︑
健
康
︑
治
安
︑
持

続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
際
基
準
に
近

づ
け
る
た
め
に
︑
過
去
2
年
の
間
に
一

連
の
改
善
政
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
︒

蔣
万
安
市
長
は
就
任
1
年
目
を
﹁
交
通

安
全
の
年
﹂
と
定
め
︑
﹁
台
北
市
交
通

安
全
計
画
﹂
を
元
々
の
5
年
か
ら
3
年

に
短
縮
す
る
こ
と
を
宣
言
︒
こ
の
計
画

に
は
︑
既
存
の
交
差
点
設
計
を
改
善
す

る
ほ
か
︑
ア
ー
ケ
ー
ド
の
段
差
の
平
坦

化
︑
横
断
歩
道
の
見
直
し
や
安
全
地
帯

の
設
置
︑
歩
行
者
専
用
道
路
の
追
加
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
︑
か
つ
て
C
N
N
が
台
北

市
に
付
け
た
﹁
歩
行
者
地
獄
﹂
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
剥
が
す
た
め
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
︒

 

加
え
て
︑
2
0
3
0
年
ま
で
に
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
40
％
削
減
し
︑

2
0
5
0
年
ま
で
に
排
出
量
ゼ
ロ
を

A CITY FOR CHANGE

1. 台北ドームが�成したこと
で、台北市は国�的なイベン
トや��活動に�加する��
が増え、より国�的な�知を
�めることができます。（�
�・台北市観光��局）

1

ス
ポ
ー
ツ
都
市
：    

台
北
の
新
た
な
取
り
組
み

� 
Joella Jian

�
� 

下
�
�
� 

�
� 

B
row

n C
hen

�M
ike Sung

�Tzuying Sun

�
台
北
市
工
務
局
水
利
工
程
処
�

 

台
北
市
観
光
伝
播
局
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ツ
に
取
り
組
め
る
未
来
型
の
都
市
に

す
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
︒

台
北
ド
ー
ム
の
歩
み

台
北
市
信
義
区
に
あ
る
台
北
ド
ー

ム
は
﹁
台
北
文
化
体
育
園
区
﹂
と
も

呼
ば
れ
︑
多
目
的
型
の
ド
ー
ム
球
場

で
あ
る
と
同
時
に
台
湾
最
大
の
屋
内

運
動
施
設
で
も
あ
り
ま
す
︒

 

設
備
は
ア
メ
リ
カ
の
赤
土
や
日
本

の
人
工
芝
を
取
り
入
れ
る
な
ど
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
︑

台
湾
の
選
手
が
国
際
的
な
環
境
に
慣

れ
︑
国
際
大
会
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
と
︑
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
︵
M
L
B
︶
の
基
準
を
満

た
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
特

に
注
目
を
す
べ
き
点
は
︑
グ
ラ
ウ
ン

ド
か
ら
最
後
部
の
高
さ
が
74
・
5
m
に

及
ぶ
ド
ー
ム
型
の
構
造
で
す
︒
こ
れ

達
成
す
る
と
い
う
具
体
的
な
目
標
を
掲

げ
︑
そ
の
た
め
に
﹁
ス
マ
ー
ト
・
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
建
築
﹂
︑
﹁
グ
リ
ー
ン
物

流
︑
低
炭
素
交
通
﹂
︑
﹁
ゼ
ロ
︑
ウ
ェ

イ
ス
ト
﹂
な
ど
の
一
連
の
環
境
政
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
︒

同
時
に
蒋
市
長
は
ス
ポ
ー
ツ
こ
そ

都
市
の
競
争
力
で
あ
り
︑
す
べ
て
の

市
民
が
性
別
や
民
族
を
問
わ
ず
楽
し

め
る
幸
福
へ
の
道
で
あ
る
と
考
え
︑

台
北
ド
ー
ム
の
完
成
に
注
力
し
ま
し

た
︒
そ
し
て
︑
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
り
2
0
2
3
年
に
は
ア
ジ

ア
野
球
選
手
権
大
会
の
開
催
を
実
現

し
︑
2
0
2
4
年
3
月
に
は
日
本
の

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
台
湾
の
プ
ロ

球
団
に
よ
る
親
善
試
合
を
2
試
合
開

催
す
る
に
至
り
ま
し
た
︒
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
政
策
で
は
︑

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
世

代
が
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
︒
台
北
市
政
府
は
︑

台
北
市
を
安
全
で
日
常
的
に
ス
ポ
ー

A CITY FOR CHANGE

2

2. 蒋万安市長は、今年が台北市の「交通安全の年」と宣言しました。（写真・Mike Sung）
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は
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
大
型
ド
ー
ム

と
比
べ
て
も
高
い
設
計
と
な
っ
て
お

り
︑
球
場
全
体
を
見
渡
せ
る
開
放
的

な
景
色
が
楽
し
め
ま
す
︒

 

台
北
ド
ー
ム
の
建
設
計
画
は
︑

1
9
9
1
年
11
月
10
日
に
行
わ
れ
た
台

湾
シ
リ
ー
ズ
の
優
勝
決
定
戦
が
き
っ
か

け
で
始
ま
り
ま
し
た
︒
そ
の
日
は
不
運

に
も
大
雨
に
見
舞
わ
れ
︑
球
場
に
い
た

1
3
0
0
0
人
の
観
客
は
ず
ぶ
濡
れ
と

な
り
︑
興
奮
し
た
観
客
が
球
場
に
足
を

運
ん
で
い
た
行
政
院
長
・
郝
柏
村
氏
に

ド
ー
ム
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
︒

数
日
後
︑
行
政
院
長
は
台
北
に
も
日

本
の
ド
ー
ム
の
よ
う
な
大
型
ス
タ
ジ

ア
ム
が
必
要
と
し
て
︑
建
設
計
画
を

3. メジャーリーグの�場に��するこのス
タジアムは、台北市だけではなく、台�の
�たなランドマークとなるでしょう。（写
真・台北市観光伝播局）│ 4. アジア野��
手�大�の閉�式に��する�万�市�。
（��・台北市観光��局）4

指
示
し
ま
し
た
︒
台
北
ド
ー
ム
の
名

称
は
東
京
ド
ー
ム
の
愛
称
で
あ
る
﹁
ビ

ッ
グ
エ
ッ
グ
﹂
に
な
ぞ
ら
え
︑
華
語

で
﹁
大
巨
蛋
﹂
と
表
記
し
ま
す
︒

し
か
し
︑
台
北
ド
ー
ム
の-

建
設
は

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
︑
32
年
に
及
ぶ

歳
月
と
6
人
の
市
長
の
交
代
を
経
て

2
0
2
3
年
10
月
20
日
に
完
成
し
︑

同
年
12
月
2
日
に
正
式
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
︒

3
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台
湾
の
野
球
は
国
際
的
に
も
評
価

さ
れ
て
お
り
︑
台
湾
の
人
た
ち
に
と

っ
て
も
国
民
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
︒

台
北
ド
ー
ム
は
国
際
大
会
の
会
場
と

し
て
だ
け
で
な
く
︑
台
湾
野
球
界
の

底
上
げ
に
も
活
用
さ
れ
ま
す
︒
例
え

ば
︑
近
隣
諸
国
や
高
校
の
野
球
チ
ー

ム
に
対
し
て
奨
励
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
し
︑
ド
ー
ム
を
学
生
大
会
の
会

場
と
す
る
こ
と
で
︑
選
手
た
ち
が
若

い
頃
か
ら
国
際
基
準
の
球
場
で
プ
レ

ー
で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒

5. 台北ドームと国����は�下�路でつな
がっているので�行が��され、��しにく
い構�になっています。（��・台北市観光
��局）

台
北
ド
ー
ム
の
完
成
に
よ
り
︑
台

北
市
で
は
国
際
大
会
や
交
流
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
機
会
が
増
え
︑
将
来

的
に
は
レ
ベ
ル1

や
レ
ベ
ル2

の
グ

レ
ー
ド
の
高
い
国
際
試
合
も
行
わ
れ

る
予
定
で
す
︒
野
球
界
の
レ
ジ
ェ

ン
ド
で
あ
る
王
貞
治
氏
も
︑
台
北
ド

ー
ム
を
ア
ジ
ア
で
一
番
の
素
晴
ら
し

い
ド
ー
ム
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
ま

す
︒
こ
の
球
場
は
台
湾
の
選
手
た
ち

に
慣
れ
親
し
ん
だ
場
所
で
戦
う
機
会

を
与
え
る
と
同
時
に
︑
台
北
市
の
国

際
的
な
知
名
度
を
高
め
︑
よ
り
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
で
し
ょ
う
︒

長
い
年
月
を
か
け
て
完
成
し
た
こ

の
球
場
は
︑
野
球
を
愛
す
る
人
々
に

と
っ
て
夢
が
現
実
と
な
っ
た
場
所
と

言
え
ま
す
︒
ぜ
ひ
台
北
を
訪
れ
る
際

に
は
台
北
ド
ー
ム
に
立
ち
寄
り
︑
こ

れ
か
ら
刻
ま
れ
て
い
く
歴
史
の
1
ペ

ー
ジ
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
︒

5
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7

台
北
市
の
ス
ポ
ー
ツ

習
慣

近
年
︑
台
北
市
の
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
は

徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
︒
統

計
に
よ
れ
ば
︑
習
慣
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
人
口
の
割
合
︑
全
国
的
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
結
果
︑
全
国
的

な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
人
数
︑
自

治
体
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
対
す

る
補
助
金
の
額
な
ど
様
々
な
点
で
各
都

市
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
︒

台
北
市
政
府
は
台
北
ド
ー
ム
以
外

に
も
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
し
て
﹁
ス
ポ

ー
ツ
推
進
の
3
ス
テ
ッ
プ
﹂
︑
﹁
ア

ス
リ
ー
ト
育
成
の
3
ス
テ
ッ
プ
﹂
︑

﹁
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
文
化
と
経
済
発
展
の
促
進
﹂
と
い

う
3
つ
の
柱
を
採
用
し
︑
台
北
市
を

大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
す
る

こ
と
で
︑
市
民
の
規
則
正
し
い
運
動

習
慣
を
養
い
︑
幸
福
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

6

ま
た
︑
台
北
市
は
今
年
﹁
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
2.0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
始
動

し
ま
し
た
︒
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多

様
で
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
設
立

す
る
こ
と
で
︑
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
は
︑
各
行
政
区

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ソ
ー
ス

の
評
価
︑
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
や
学
校
の

キ
ャ
ン
パ
ス
︑
利
用
可
能
な
場
所
を
評

価
し
た
上
で
の
多
目
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
設
置
計
画
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
い

ず
れ
も
ス
マ
ー
ト
な
持
続
可
能
性
︑
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︑
国
際
的
な
競
技

ス
ポ
ー
ツ
︑
地
域
の
特
性
と
い
っ
た
要

素
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
︒

各
行
政
区
に
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
設
置
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
︑
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
拡
大
や

施
設
の
整
備
を
通
じ
て
︑
す
べ
て
の
年

齢
層
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る

都
市
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
に
よ

っ
て
市
民
は
健
康
で
持
続
可
能
性
が
あ

り
︑
楽
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
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ま
す
︒
同
時
に
︑
地
域
全
体
の
包
括
的

な
施
設
と
し
て
︑
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ー

ツ
会
場
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
設
立

す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
し
︑
国
際
的
に
有

名
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
︑
世
界
に
﹁
ス
ポ
ー
ツ
都
市
﹂

と
し
て
台
北
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

8

9

6. 健康ブームに合わせ、ペットと一緒に外出し健康を
維持しましょう。（写真・Tzuying Sun）│ 7-9. 台北の
公園は家族で楽しめる場として人気で、子どもたちの
運動への意欲を育むことができます。（右・Tzuying 
Sun；上・台北市工務局水利工程処；下・Brown Chen）
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に
ぎ
や
か
な
台
北
の
街
頭
で
は
隠

れ
た
フ
ー
ド
革
命
が
広
ま
っ
て
い
ま

す
︒
こ
れ
は
台
北
を
よ
り
持
続
可
能

で
︑
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
都
市
へ

変
え
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
で
︑
シ

ン
プ
ル
に
美
味
し
い
料
理
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
︑
持
続
可
能
な
食
事

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
環
境
へ
の

思
い
や
り
を
示
そ
う
と
い
う
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
で
す
︒

グ
リ
ー
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
︑
あ
る
い
は

エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
は
︑
飲
食
業

界
に
お
い
て
環
境
や
社
会
的
責
任
に

焦
点
を
当
て
た
原
則
で
す
︒
食
材
の

仕
入
れ
段
階
か
ら
食
品
廃
棄
の
最
小

化
を
図
り
︑
洗
剤
や
包
装
資
材
の
使

用
と
い
っ
た
食
品
の
生
産
と
提
供
に

お
け
る
各
段
階
に
お
い
て
︑
環
境
に

配
慮
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

ミ
シ
ュ
ラ
ン
が
選
出
す
る
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ー
は
︑
優
れ
た
料
理
だ
け
で
な
く

持
続
可
能
な
活
動
に
お
い
て
も
最
先
端

を
行
く
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
︑
台
北
に
お
い
て
も
グ
リ

ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ト
レ
ン
ド
を
広
め

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
︒

�
�
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
�
�
可
�

な
�
事
の
�
�
を
取
り
�
む
に
つ
れ
�

�
味
し
い
�
理
と
�
�
へ
の
責
�
に

は
�
�
性
が
あ
る
こ
と
が
�
ら
か
に

な
り
ま
し
た
�
こ
れ
は
一
種
の
大
き

な
変
革
で
あ
り
�
レ
ス
ト
ラ
ン
は
味
覚

を
�
足
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
�
�

�
に
�
し
て
�
い
�
�
を
�
え
る
と

い
う
目
�
を
�
つ
に
�
っ
た
の
で
す
�

こ
れ
ら
の
グ
リ
ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

で
提
供
さ
れ
る
一
品
︑
一
品
の
料
理

が
持
続
可
能
性
を
物
語
っ
て
お
り
︑

よ
り
環
境
に
配
慮
し
︑
よ
り
責
任
あ

る
未
来
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
台

北
の
姿
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
ま
す
︒

FOOD & DRINKS

1

食
事
か
ら
始
め
る
グ
リ
ー
ン
・

ラ
イ
フ

� 
R

ick C
harette

� Ellie C
hueh

�
� 

下
�
�
� 

�
� 

陽
明
�
�
�EM

B
ER

S
�
小
小
樹
�
�
�
�
�Plants

�Jerem
y K

uahn
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台
北
フ
ー
ド
シ
ー
ン
の
発
展
に
伴

っ
た
グ
リ
ー
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
ト

レ
ン
ド
は
︑
よ
り
慎
重
で
環
境
に
配

慮
し
た
方
法
で
台
北
の
多
様
な
グ
ル

メ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
人
々
の
心

情
の
変
化
を
表
し
て
い
ま
す
︒
こ
こ

で
は
実
際
に
グ
リ
ー
ン
・
ダ
イ
ニ
ン

グ
を
実
践
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を

紹
介
す
る
の
で
︑
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
︒

陽
明
春
天

陽
明
春
天
は
2
0
2
1
年
に
台
湾
で

初
め
て
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
グ
リ
ー
ン
ス
タ

ー
を
獲
得
し
た
2
軒
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

う
ち
の
1
つ
で
あ
り
︑
以
来
3
年
連
続

で
こ
の
栄
誉
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
︒

こ
の
お
店
で
は
人
間
と
自
然
の
繋
が
り

に
つ
い
て
深
く
探
求
し
て
お
り
︑
﹁
食

の
芸
術
︑
茶
の
芸
術
︑
持
続
可
能
の
芸

術
︑
文
化
の
芸
術
︑
創
造
の
芸
術
﹂
を

融
合
さ
せ
た
食
事
体
験
を
提
供
し
て
い

ま
す
︒
陳
健
宏
氏
と
長
き
に
渡
り
信
頼

を
置
い
て
い
る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ

フ
の
薛
永
鴻
氏
が
共
同
で
設
立
し
た
陽

明
春
天
で
は
︑
主
に
グ
リ
ー
ン
ダ
イ
ニ

ン
グ
の
芸
術
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
︒

陳
氏
は
個
人
と
環
境
の
間
に
あ
る
本

質
的
な
繋
が
り
を
祝
う
こ
と
が
で
き
る
空

間
を
イ
メ
ー
ジ
し
︑
そ
れ
を
育
ん
で
き
ま

し
た
︒
そ
の
た
め
︑
こ
の
お
店
に
は
加
工

食
品
を
使
用
し
な
い
こ
と
︑
食
材
の
持
つ

特
性
を
活
か
す
こ
と
︑
食
材
を
使
っ
て
環

境
現
象
を
表
現
す
る
こ
と
︑
健
康
的
な
食

生
活
を
推
進
す
る
こ
と
と
い
う
4
つ
の
基

本
原
則
を
掲
げ
て
い
ま
す
︒

 

陳
氏
に
よ
れ
ば
︑
美
味
し
い
料
理
を

作
る
秘
訣
は
自
然
で
新
鮮
な
食
材
を
使

う
こ
と
︒
そ
の
た
め
固
定
の
メ
ニ
ュ
ー

は
な
く
︑
﹁
御
品
綻
放
山
伏
茸
﹂
の
よ

う
な
料
理
は
︑
そ
の
時
に
手
に
入
る
食

材
を
使
用
す
る
こ
と
で
高
い
ク
オ
リ
テ

ィ
と
想
像
を
超
え
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
作

り
出
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
︒
陽
明

春
天
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
食
の
楽
園
の

根
底
に
は
︑
こ
う
し
た
一
貫
し
た
料
理

哲
学
が
あ
り
ま
す
︒
提
供
す
る
料
理
は

創
造
的
な
手
法
を
使
っ
た
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
料
理
で
︑
い
か
な
る
食
材
も
優
れ
た

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
︒
食
材
の
特
性
や
元
々
の
姿

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
関
わ

ら
ず
︑
彼
ら
の
目
標
は
お
客
様
に
最
高

の
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
を
提
供
す
る
こ

と
で
す
︒

FOOD & DRINKS

2

3

1. ファインダイニングの�が��するグリーンダイニングメニューは、自�で��
的な旬の�材を活かし、そのプレゼンテーションはまさに��的であり、�常に洗
�されています。（��・陽明��）│ 2-3. 陽明春天ではクオリティの高い料理と
美しい空間で唯一無二の食事体験を提供しています。（写真・陽明春天）

陳
健
宏
氏
と
薛
永
鴻
氏
の
こ
う
し
た

こ
だ
わ
り
は
︑
美
味
し
く
︑
環
境
に
も

優
し
い
健
康
的
な
食
事
を
提
供
す
る

と
い
う
彼
ら
の
心
意
気
を
表
し
て
い
ま

す
︒
料
理
の
芸
術
性
と
持
続
可
能
な
食

事
の
実
践
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
組
み
合

わ
せ
を
育
む
陽
明
春
天
は
︑
環
境
に
配

慮
し
た
食
事
を
求
め
る
人
た
ち
に
と
っ

て
道
標
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
す
︒
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EM
BER

S

食
材
だ
け
で
な
く
︑
内
装
も
台
湾

の
自
然
環
境
に
配
慮
し
たEM

BERS

で

は
︑
2
0
2
2
年
以
来
︑
毎
年
ミ
シ

ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
を
獲
得
し

て
い
ま
す
︒
一
見
シ
ン
プ
ル
に
見
え

る
内
装
で
す
が
︑
台
湾
の
自
然
の
美

し
さ
を
引
き
立
て
る
た
め
の
こ
だ
わ

り
が
見
ら
れ
︑
こ
の
島
へ
の
深
い
リ

ス
ペ
ク
ト
が
感
じ
ら
れ
ま
す
︒

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
は
ス
ギ
の

木
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
鳥
の
巣
の
装
飾

が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
は
先
住
民
の
狩

猟
小
屋
に
対
す
る
敬
意
と
台
湾
の
自
然

美
を
表
現
し
て
い
て
︑
食
材
の
大
半
も

山
岳
地
帯
や
森
︑
先
住
民
の
集
落
か
ら

調
達
す
る
な
ど
一
般
的
な
西
洋
料
理
の

ス
タ
イ
ル
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
た
レ

ス
ト
ラ
ン
で
す
︒
ビ
ン
ロ
ウ
や
漬
魚
︑

粟
︑
ナ
ツ
メ
な
ど
地
元
の
食
材
全
て
が

こ
の
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
の
主
役
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

4

5

6

4-5. EMBERS では季節に合わせてメニューを入
れ替えています。写真上は「鮮味・紅蘿蔔・海
藻（ニンジンと海藻）」、写真下は看板メニュ
ーの「Teńas（野菜の盛り合わせ）」。（写真
・EMBERS）│ 6. EMBERS の内�はベージュが
基�となっていて、やすらぎと温かさを�じ
ながら�事が楽しめます。（��・EMBERS）

オ
ー
ナ
ー
兼
ツ
ェ
フ
の
郭
庭
瑋
氏
は

各
季
節
の
新
鮮
な
食
材
を
使
用
す
る
た

め
︑
定
期
的
に
9
品
の
コ
ー
ス
料
理
の
品

目
を
変
え
て
い
ま
す
︒
﹁
米
皮
︵
米
粉
を

使
っ
た
麺
︶
・
タ
ケ
ノ
コ
﹂
︑
﹁
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
・
ヘ
チ
マ
・
ア
サ
リ
﹂
︑
﹁
豆
・
カ

カ
オ
﹂
な
ど
を
使
っ
た
料
理
は
い
ず
れ
も

オ
ス
ス
メ
で
す
︒EM

BERS

と
い
う
お
店

は
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
︑
季
節
の
変

化
に
合
わ
せ
た
料
理
を
提
供
す
る
な
ど
︑

魅
力
的
な
台
湾
の
食
文
化
を
誰
も
が
気
軽

に
楽
し
め
る
方
法
で
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

単
な
る
食
事
を
す
る
場
所
に
留
ま
ら
ず
︑

国
内
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
に
台
湾
の
食

を
伝
え
る
語
り
部
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
す
︒
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8

7. �さ 25m のスギの木を使った��は台�の自�の�しさを�現しています。（��・EMBERS）│ 8-9. 明るく居心地の良い小小樹食では健康的
なグリーンフードを提供しています。写真の料理は「トマトとアボカドのサラダ」。（写真・小小樹食）

小
小
樹
食

小
小
樹
食
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ー
と
ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
を
両
方

受
賞
し
た
台
湾
唯
一
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
︑
2
0
2
2
年
以
来
そ
の
栄
誉
を

保
ち
続
け
て
い
ま
す
︒
お
店
の
こ
だ

わ
り
は
台
湾
産
の
食
材
を
90
％
以
上

使
う
こ
と
︑
そ
し
て
食
材
の
新
鮮
さ

を
重
視
し
︑
フ
ー
ド
ロ
ス
と
過
剰
在

庫
を
避
け
る
こ
と
で
す
︒
季
節
の
野

菜
を
使
っ
た
炙
り
サ
ラ
ダ
︑
台
湾
原

生
の
キ
ノ
コ
類
を
数
多
く
使
っ
た
ト

リ
ュ
フ
と
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
リ
ゾ

7

9

ッ
ト
︑
締
め
に
最
適
な
季
節
の
デ
ザ

ー
ト
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
す
︒

 

こ
の
お
店
で
は
︑
東
洋
と
西
洋
の
調

理
法
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
ス
タ
イ

ル
で
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
を
提
供
し
て

い
る
ほ
か
︑
四
川
料
理
を
学
ん
だ
徐
兆

麟
シ
ェ
フ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
︑
ピ
リ
辛

の
豆
腐
餃
子
な
ど
ス
パ
イ
シ
ー
な
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
が
並
ん
で
い
ま
す
︒
こ
う
し

た
革
新
的
な
調
理
法
は
︑
彼
ら
が
推

進
す
る
週
2
回
の
フ
レ
キ
シ
タ
リ
ズ

ム
︵
た
ま
に
肉
を
食
べ
る
柔
軟
な
菜

食
主
義
︶
と
も
合
致
し
て
い
ま
す
︒
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10-11. 小小樹�ではメキシコの焼きとうもろ
こしや韓国のヤンニョムチキンなどの軽�を�
じて、��なベジタリアンであるフレキシタリ
アンを�奨しています。（��・小小樹�）│
12. �内に�があふれる小小樹�は、�の中に
あるレストランのようです。（��・小小樹�）

1011

12

創
設
者
の
劉
千
瑞
氏
の
信
条
は
︑
日

常
生
活
に
不
便
や
違
和
感
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
な
く
持
続
可
能
な
食
事
を

実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
︑
フ
レ
キ
シ

タ
リ
ア
ン
は
正
に
最
適
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
え
ま
す
︒

こ
う
し
た
柔
軟
な
コ
ン
セ
プ
ト
は

実
践
が
し
や
す
い
上
に
︑
健
康
面
に
お

け
る
効
果
も
あ
り
ま
す
︒
よ
り
多
く
の

人
た
ち
が
無
理
な
く
新
し
い
食
生
活

を
試
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
︑

最
終
的
に
は
グ
リ
ー
ン
・
ダ
イ
ニ
ン

グ
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
︒
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蒸
し
て
作
っ
た
前
菜
︑
雲
林
産
の
ガ

チ
ョ
ウ
︑
大
溪
産
の
甘
エ
ビ
︑
馬
祖
産

の
カ
キ
な
ど
台
湾
各
地
の
新
鮮
な
天

然
の
食
材
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
ま
す
︒

 

好
嶼
の
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

は
お
皿
の
上
だ
け
に
留
ま
ら
ず
︑
自

然
環
境
や
自
然
の
リ
ズ
ム
を
融
合
さ

せ
た
没
入
型
の
食
事
空
間
に
も
現
れ

て
い
ま
す
︒
季
節
感
や
持
続
可
能
な

食
材
︑
調
理
方
法
を
重
視
す
る
こ
と

で
︑
食
事
と
環
境
保
護
が
い
か
に
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
示
し
︑
さ

ら
に
絶
品
の
料
理
を
通
じ
て
台
湾
の

豊
か
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
提
供
し
て
い

ま
す
︒

13. ��では「台�の味」を�き�すために�
元の�材を使用しています。（��・��）
│ 14. ��の内�は��ごとに変わるメニュー
に�わせ、ユニークな�囲気を作り�します。
（��・��）

好
嶼

好
嶼
は
2
0
2
3
年
に
初
め
て
ミ

シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
を
獲
得

し
た
新
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
︒
メ

ニ
ュ
ー
は
山
︑
海
︑
川
︑
牧
場
と4

つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
︑
季
節
の
変

化
に
合
わ
せ
て
提
供
す
る
料
理
も
変

わ
り
ま
す
︒
環
境
に
優
し
い
食
材
を

幅
広
く
使
用
し
︑
調
理
法
に
は
炭
火

焼
き
を
採
用
し
て
い
ま
す
︒
オ
ー
ナ

ー
兼
シ
ェ
フ
の
李
易
晏
氏
は
︑
故
郷

に
対
す
る
愛
情
を
料
理
で
表
現
し
て

い
ま
す
︒
そ
の
細
か
な
解
説
は
食
事

体
験
を
豊
か
に
し
て
い
る
ほ
か
︑
レ

ス
ト
ラ
ン
の
環
境
保
護
に
対
す
る
姿

勢
を
強
調
し
て
い
ま
す
︒

内
装
も
季
節
の
遷
移
に
合
わ
せ
て

力
強
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
︑
料
理
を

通
じ
て
こ
の
土
地
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

例
え
ば
台
湾
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
自
家
製
の
パ
ン
︑
新
鮮
な
川
魚
を

13

14
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Plants

Plants

の
食
事
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

植
物
性
︑
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
︑
食
材

を
余
す
こ
と
な
く
丸
ご
と
食
べ
る
ホ

ー
ル
フ
ー
ド
を
中
心
に
展
開
し
て
お

り
︑
地
元
産
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材

を
使
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
︒
地
元
の
農
作
物
を
購
入
す
る

こ
と
で
小
規
模
農
家
を
支
援
し
て
い

る
ほ
か
︑
環
境
に
配
慮
し
た
食
事
に

関
す
る
継
続
的
な
教
育
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
︒
こ
う
し
た
こ
だ

わ
り
は
熟
練
の
調
理
技
術
だ
け
で
な

く
︑
持
続
可
能
な
食
事
の
実
践
に
も

現
れ
て
お
り
︑
使
用
さ
れ
る
食
材
も

加
工
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
優
先
的

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
︒

メ
ニ
ュ
ー
に
は
パ
ワ
ー
サ
ラ
ダ
︑

シ
ェ
ア
プ
レ
ー
ト
︑
サ
ラ
ダ
ラ
ッ
プ
︑

ご
飯
︑
麺
︑
え
ん
ど
う
豆
な
ど
豆
類

を
主
と
し
た
料
理
︑
美
味
し
く
環
境

に
優
し
い
デ
ザ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま

す
︒
中
で
も
人
気
の
パ
パ
イ
ヤ
・
パ

ー
テ
ィ
ー
・
ボ
ウ
ル
に
は
︑
な
め
ら

か
な
パ
パ
イ
ヤ
と
バ
ナ
ナ
の
ス
ム
ー

ジ
ー
︑
季
節
の
フ
ル
ー
ツ
︑
ケ
ト
ジ

ェ
ニ
ッ
ク
な
穀
物
︑
メ
ー
プ
ル
チ
ア

シ
ー
ド
プ
デ
ィ
ン
グ
に
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ソ
ー
ス
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ー
ツ
の
タ
ル
タ
ル

・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
ト
リ
ー
ト
は
︑

豆
乳
を
作
る
過
程
で
残
る
お
か
ら
で

作
ら
れ
た
パ
ン
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー

ト
で
す
︒
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
フ
ジ

マ
メ
の
サ
ラ
ダ
に
は
主
食
と
し
て
ひ

よ
こ
豆
を
ペ
ー
ス
ト
に
し
た
フ
ム
ス
︑

ひ
ま
わ
り
の
種
と
ゴ
マ
を
ペ
ー
ス
ト

状
に
し
た
タ
ヒ
ニ
︑
そ
の
他
自
家
製

の
料
理
が
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

15. バンクーバーで�べたファラフェル（�を使った中東�理）が�れられなかった Plants のオーナー・リ
リー�は独自のファラフェルを作り�し、現在ではお�の��メニューとなっています。（��・Plants）
│ 16. Plants では長期的な持続可能な食事に配慮しながら、快適でリラックスできる食事環境を提供する
ことに全力を尽くしています。（写真・Plants）│ 17. Plants で提供しているフラミンゴ・ボウルは、ロー
フードで�物ベース、グルテンフリー、シュガーフリーにこだわった一品です。（��・Plants）15

1617



57     FOOD & DRINKS

台
北
の
グ
リ
ー
ン
・

ダ
イ
ニ
ン
グ
革
命

台
北
は
多
く
の
情
熱
と
資
源
を
投

入
し
︑
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
︑
そ
し
て
持
続
可
能

な
都
市
を
目
指
し
て
積
極
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
︑
多
く
の
組
織

と
協
力
し
て
民
間
単
位
で
の
グ
リ
ー

ン
・
ラ
イ
フ
を
推
進
し
て
い
ま
す
︒

こ
う
し
た
グ
リ
ー
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

革
命
の
中
で
︑
レ
ス
ト
ラ
ン
は
食
事

を
楽
し
む
場
で
あ
る
と
同
時
に
︑
ど

の
よ
う
に
し
て
地
球
に
対
し
て
責
任

を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
︒

私
た
ち
が
消
費
者
と
し
て
行
う
消

費
行
動
の
一
つ
一
つ
が
環
境
に
影
響

を
与
え
︑
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け

て
段
階
的
に
進
め
る
か
否
か
を
決
定

し
て
い
ま
す
︒
今
回
紹
介
し
た
革
新

的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
は
︑
い
ず
れ
も
環

境
に
配
慮
し
た
食
事
が
楽
し
め
る
場

所
で
す
が
︑
こ
れ
ら
は
台
北
で
広
ま

っ
て
い
る
革
命
の
一
部
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
︒

18. Plants のパパイヤのサラダラップは、栄
��と��を�さないよう 45 �以下で�理
されます。( ��・Plants) │ 19. 味覚を満足
させるだけでなく、��に�して�い��を
�えることがグリーン・ダイニングを楽しむ
ということです。（��・Jeremy Kuahn）│
20. 写真の陽明春天の繊細な料理のように、
ミシュランのグリーンスターを獲得したお
店では素晴らしいグリーン・ダイニングが
体験できます。（写真・Jeremy Kuahn）

1819

20
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��クラスは、�の�しい�まりを�うのに��なアイデアであり、平和な��を得るための��らしい��です。（写真・Salon Flowers）
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1

台
北
に
移
住
し
て
13
年
に
な
る
嶺

貴
子
さ
ん
︵
以
下
︑
貴
子
さ
ん
︶
は
︑

こ
こ
で
数
多
く
の
美
し
い
景
色
を
見

て
き
ま
し
た
︒
彼
女
が
台
湾
へ
移
住

し
た
の
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

た
2
0
1
1
年
の
こ
と
︒
旦
那
さ
ん

の
意
向
で
子
ど
も
を
連
れ
て
台
湾
へ

移
住
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

 

貴
子
さ
ん
は
日
本
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー

ト
の
事
業
を
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
し

た
が
︑
そ
の
夢
を
諦
め
て
3
歳
の
娘
を

連
れ
︑
慣
れ
な
い
異
国
の
地
で
の
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
︒
当
時
は
台
湾

に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
彼
女
で

し
た
が
︑
定
住
す
る
う
ち
に
台
北
の
美

し
い
ス
ポ
ッ
ト
に
詳
し
い
専
門
家
に
な

り
ま
し
た
︒

台
湾
の
最
も
魅
力
的
な
点
に
つ
い
て

伺
う
と
︑
貴
子
さ
ん
は
や
は
り
﹁
人
﹂

だ
と
答
え
ま
す
︒
彼
女
が
生
ま
れ
た
東

京
や
ア
ー
ト
を
学
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
比
べ
︑
台
北
の
人
た
ち
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
て
︑
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
︑
忙

し
な
い
生
活
と
は
正
反
対
で
︑
人
々
は

い
つ
も
笑
顔
で
﹁
大
丈
夫
︑
ゆ
っ
く
り

で
良
い
よ
﹂
と
声
を
か
け
︑
相
手
を
思

い
や
る
優
し
さ
や
気
遣
い
を
見
せ
ま

す
︒
そ
う
し
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
が
彼
女
を
温
か
く
︑
心
地
よ
い
気
分

に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
︒

幼
少
の
頃
︑
学
校
か
ら
帰
っ
た
貴
子

さ
ん
は
家
の
向
い
に
あ
っ
た
花
屋
で
も

ら
っ
た
花
を
持
ち
帰
っ
て
遊
ん
で
い
た

そ
う
で
す
︒
公
園
で
遊
ぶ
と
き
に
も
花

や
葉
っ
ぱ
を
摘
む
の
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
い
き
︑
そ
こ
で
学
ん
だ
花
の
自
然

な
形
状
は
︑
後
の
創
作
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
︒

貴
子
さ
ん
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
︑

周
囲
に
あ
る
花
や
草
木
を
見
る
こ
と

1. 貴子さんは山に関連する自身
の名字と同じく、特に山の植物
が好きだと言います。（��・
Salon Flowers）

台
湾
に
根
を
張
る
日
本
の      

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

� 
Joella Jian

�
� 

下
�
�
� 

�
� 

Salon Flow
ers

�M
ike Sung
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A DAY IN THE LIFE

で
︑
見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
不
安
や
恐
怖

を
払
拭
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い

ま
す
︒
自
然
の
恵
み
や
植
物
が
持
つ
癒

し
の
力
が
彼
女
を
和
ま
せ
︑
憩
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
た
の
で
す
︒
こ
れ
こ
そ
が

自
ら
を
癒
す
方
法
で
あ
り
︑
今
回
紹
介

す
る
幸
福
の
形
な
の
で
す
︒

Salon Flow
ers

貴
子
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん

で
い
た
頃
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
花
卉

︵
か
き
︶
産
業
が
活
気
づ
い
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
︒
雑
貨
屋
か
ら
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
ま
で
︑
至
る
と
こ

ろ
に
花
が
あ
っ
た
の
で
す
︒
日
本
で
も

自
分
や
家
族
︑
友
人
に
贈
る
際
に
気
軽

に
花
を
買
え
ま
す
が
︑
こ
の
素
晴
ら
し

い
習
慣
を
台
湾
に
も
広
め
︑
美
し
さ
と

喜
び
の
パ
ワ
ー
で
日
常
生
活
を
豊
か
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
︒

彼
女
は
文
化
の
違
い
を
念
頭
に
置
い

た
上
で
︑
台
湾
に
花
を
贈
る
習
慣
を
根

ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑
台
北
に

Salon Flow
ers

を
設
立
し
ま
し
た
︒
重

要
な
の
は
花
を
大
量
に
買
う
の
で
は
な

く
︑
気
に
入
っ
た
花
を
数
本
選
び
︑
自

分
だ
け
の
癒
し
の
作
品
を
作
り
上
げ
て

忙
し
い
日
常
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
で

す
︒
彼
女
はSalon Flow

ers

が
フ
ラ
ワ

ー
ア
ー
ト
や
植
物
を
愛
す
る
人
々
が
集

ま
り
︑
そ
こ
で
学
び
︑
ア
イ
デ
ア
を
交

換
で
き
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
︒

台
湾
で
は
︑
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
や
ス
イ

カ
ズ
ラ
は
儀
礼
用
の
花
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
︑
実
は
非
常
に
人
気
が

あ
り
︑
日
本
を
含
む
多
く
の
国
で
は

様
々
な
場
面
で
用
い
ら
れ
ま
す
︒
貴

子
さ
ん
は
教
え
子
た
ち
が
こ
の
花
を

新
し
い
見
方
で
捉
え
て
く
れ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
︒

2-3. 美しいフラワーアートを飾るこ
とで、家の中が新鮮な雰囲気に包ま
れます。（��・Salon Flowers）

2

3
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在
来
種
を
使
っ
た　

創
作

台
湾
に
は
熱
帯
植
物
し
か
な
い
と
い

う
誤
解
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑

貴
子
さ
ん
は
低
地
で
育
つ
植
物
か
ら
高

山
植
物
ま
で
︑
台
湾
に
あ
る
花
の
多

様
性
を
高
く
評
価
し
て
お
り
︑
﹁
台
湾

は
山
も
多
く
海
に
も
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
︑
山
の
植
物
も
海
の
植
物
も
手
に
入

り
や
す
い
で
す
し
︑
季
節
ご
と
に
様
々

な
花
や
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
﹂
と
語
っ

て
い
ま
す
︒

気
候
の
変
化
や
地
域
ご
と
の
標
高

に
幅
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
台
湾
に
は

台
湾
欒
樹
︵
タ
イ
ワ
ン
モ
ク
ゲ
ン
ジ
︶

や
白
千
層
︵
ハ
ク
セ
ン
ソ
ウ
︶
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
在
来
植
物
が
豊
富
で
す
︒

﹁
輸
入
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
台
湾
の

在
来
種
が
好
き
で
す
﹂
と
話
す
貴
子

さ
ん
は
︑
台
湾
に
自
生
す
る
野
草
や

野
花
を
自
身
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
︒

 

そ
の
た
め
︑
貴
子
さ
ん
は
台
北
の
大

き
な
花
市
場
が
好
き
で
︑
特
に
内
湖

に
あ
る
台
北
花
市
場
や
台
北
の
中
心

部
に
あ
る
建
国
假
日
花
市
場
を
探
索

し
ま
す
︒
建
国
假
日
花
市
場
に
は
地

元
で
栽
培
さ
れ
た
原
生
植
物
が
数
多

く
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
盆
栽
や

切
り
花
︑
野
花
︑
蘭
な
ど
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
使
用
す
る
多
種

多
様
な
植
物
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
︒

季
節
の
花
が
一
番
新
鮮
で
長
持
ち
す

る
そ
う
で
す
︒
﹁
花
を
選
ぶ
と
き
に
は

二
十
四
節
気
に
合
わ
せ
る
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す
︒
例
え
ば
︑
春
に
は
香
り
の

良
い
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ス
イ
ー
ト
ピ

ー
が
素
敵
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
な
り
ま
す

し
︑
花
や
植
物
を
最
も
適
し
た
季
節
に

見
ら
れ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
﹂
と

貴
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
︒

4
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貴
子
さ
ん
の
趣
味
は
︑
晴
れ
た
日
に

歩
い
て
台
北
の
各
地
に
あ
る
様
々
な
植

物
を
見
て
回
る
こ
と
︒
特
に
台
北
植
物

園
の
中
に
は
異
国
の
花
や
植
物
が
あ
る

ほ
か
︑
蓮
池
エ
リ
ア
や
多
肉
植
物
エ
リ

ア
︑
シ
ダ
類
エ
リ
ア
︑
ヤ
シ
の
木
エ
リ

ア
︑
仏
教
植
物
エ
リ
ア
︑
民
俗
植
物
エ

リ
ア
と
い
っ
た
専
門
的
な
エ
リ
ア
に
分

か
れ
て
い
て
︑
園
内
の
景
観
や
香
り
が

季
節
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
︒
こ
の
植

物
園
は
日
本
時
代
の
重
要
な
研
究
拠
点

春
の
台
北
を
歩
く 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
台
北
は
緑
と
花

が
溢
れ
ま
す
︒
﹁
道
端
に
咲
く
ス
イ
ー

ト
ピ
ー
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
﹂
と
話
す
貴
子
さ
ん
︒
彼
女
は

桜
や
レ
モ
ン
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
︑
シ
ジ

ミ
バ
ナ
な
ど
こ
の
季
節
を
彩
る
花
が
好

き
で
す
︒
こ
れ
ら
の
色
と
り
ど
り
の
花

は
街
に
活
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
︒

で
あ
り
︑
現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
植
物

の
数
は
台
湾
︑
日
本
︑
中
国
︑
東
南
ア

ジ
ア
の
も
の
を
合
わ
せ
て
2
0
0
0

種
類
に
及
び
ま
す
︒

癒
し
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル

貴
子
さ
ん
は
近
所
の
花
屋
さ
ん
を
訪

れ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
︒
時
間
が

あ
る
時
に
気
に
入
っ
た
花
や
植
物
を
持

ち
帰
り
︑
そ
れ
を
適
し
た
場
所
に
置
き

ま
す
︒
ま
た
︑
ベ
ラ
ン
ダ
で
ハ
ー
ブ
を

育
て
る
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
︒
仕
事
か

ら
帰
っ
た
時
に
可
愛
ら
し
い
植
物
が
迎

え
て
く
れ
ま
す
し
︑
そ
の
甘
い
香
り
に

包
ま
れ
て
眠
り
に
つ
く
と
︑
一
日
の
疲

れ
を
癒
す
た
め
に
植
物
が
寄
り
添
っ
て

く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
︒

 

﹁
誰
で
も
日
々
︑
少
し
時
間
を
と
っ

て
植
物
や
花
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
﹂
と
彼
女
は
言
い
ま
す
︒

﹁
葉
の
剪
定
や
鉢
植
え
の
掃
除
︑
水
替

え
︑
植
え
替
え
な
ど
は
簡
単
に
で
き
ま

す
し
︑
こ
れ
ら
の
作
業
は
私
た
ち
の
生

活
の
ペ
ー
ス
を
リ
セ
ッ
ト
し
︑
日
常
の

喧
騒
や
せ
わ
し
な
さ
か
ら
開
放
さ
せ
て

く
れ
ま
す
﹂
︒
貴
子
さ
ん
は
︑
植
物
の

世
話
を
す
る
こ
と
が
自
ら
を
癒
す
手
段

と
捉
え
︑
自
分
だ
け
の
癒
し
の
時
間
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
︒

ぜ
ひ
今
年
の
春
は
台
北
を
訪
れ
︑
貴

子
さ
ん
が
オ
ス
ス
メ
す
る
花
や
植
物
の

あ
る
生
活
を
取
り
入
れ
︑
日
常
に
癒
し

の
時
間
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
︒

4. 嶺さんは特に台湾の原生植物が好きで、よ
く生け花のように飾り付けます。（��・
Salon Flowers）│ 5. いろいろな花で満ち溢れ
る、春は台北で素敵な季節です。その季節に
は、貴子さんは散歩をするのが好きです。（写
真・Mike Sung）│ 6. フラワーアートは、貴
子さんや花を愛する人たちにとって自らを癒
す手段です。（��・Salon Flowers）

5

6
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バス情報

大人：現金、EasyCard いずれも 1 区間ごとに 15 元
学生：現金は 1 区間ごとに 15 元、EasyCard の場合は 1 区間ごとに 12 元 
            ( 学生証の提示が必要 )
身長 115cm 未満あるいは満 6 歳の小人 ：身分証がある場合は無料

乗車運賃： バスの路線情報：

Taipei eBus
ebus.gov.taipei

YouBike は台北市の公共レンタサイクルで、EasyCard やクレジットカードでレンタルが可能です。利用料金は 30 分ごとに発生し、レンタル時間の長さに
よって変動します。詳細は以下を参照してください。

YouBike の会員登録をされる方は、こちらよりご登録ください：youbike.com.tw/region/taipei/register/

YouBike 情報

30 分以內

会員限定の補助金により 0 元

30 分 〜 4 時間以内

30分ごとに 10 元

4 時間 〜 8 時間以内

30分ごとに 20 元

8 時間以上

30分ごとに 40 元

EasyCard iPASS

チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通機関やコンビニエンスストア、特約
商店での小額決済ができます。レンタサイクルの YouBike にも使えます。購入は MRT やコンビ
ニなどの取扱店で。

電子マネー：

切符：

NT$150 
MRT 1 デイパス

NT$180 
24時間パス

NT$280 
48時間パス

NT$380 
72 時間パス

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

北北基おもしろカードには 4 つの
種類があります。利用できる種
類 : 無限周遊カード ( 観光スポッ

ト + 交通機関乗り放題 )、観光ス
ポット周遊カード ( 観光スポット 
+ EasyCard)、定番スポット版 ( 観
光スポット 2 箇所 + EasyCard)、
と交通周遊カード ( 交通機関乗り
放題 )。有効期間内であれば、台
北市、新北市、基隆市、桃園市
を訪れることができます。

北北基おもしろカード

旅のインフォメーション

交通部観光署 24 時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
外国人在台生活相談 : 1990
台北市民ホットライン : 1999（市外 02-2720-8889）
台北トラベルネット : travel.taipei/ja  
( 中、英、日、韓、タイ語、インドネシア語、ベトナム語、スペイン語による市内観光情報 ) 台北市ダブルデク観光バス

TEL: (02)8791-6557 EXT. 30

IC トークン ( 片道切符 )
NT$20 〜 65 

無限周遊カード
有効期間は 

1 日券 /2 日券 /3 日券
NT$1,200/1,600/1,900 元 

観光スポット
周遊カード

2 日券 /3 日券 /4 日券
NT$650/850/1,050 元

定番スポット版
台北 101 ＋

国立故宮博物院
14 日間有効
NT$950 元

交通周遊カード 
有効期間は 

1 日券 /2 日券
3 日券 /5 日券  

猫空ロープウェー 1 日券 
NT$180/310/440/700/350 元






